




象 注 の 臨 ９月．

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

大 管 長 会

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リ ー

Ｎ ・エ ル ド ン ・タ ナ ー

マ リ オ ン ・Ｇ ・ ロ ム ニ ー

十 二 使 徒 評 議 員 会

ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・Ｅ ・ ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト・Ｌ，・ス テ ’イプ レ ー

リ グ ラ ン ド ・ リ チ ャ ー ズ

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・ Ｓ ・モ ン ソ ン

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・ Ｊ ・ア シ ュ トン

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

も 〈 じ

諮 問委 員会

Ｊ ・トーマ ス ・フ ァイ ア ンズ （内務 伝達 部 長 ）， ジ ョン ・

Ｅ ・カー （配 送 ・翻 訳部 長 ）， ドイ ル ・Ｌ ・グ リー ン （教

会誌 編 集 主 幹 ）， ダ ニ エル ・Ｈ ・ラ ドロ ウ （教 育 資 料 担 当

主 幹 ）

統一誌編集主幹

日本 語 コ ー デ ィネ ー タ ー

ロー カ ル編 集

ラ リ ー ・ ピ ラ ー

八木沼修一

高木まりゑ

律 法 の 法 則 マ リ オ ン ・Ｇ ・ロ み ニ ー … ３８６

主 の 羊 の 群 れ カ ー テ ィス ・Ｅ ・レ ッ ドベ タ ー … ３８８

聖 典 の 神 聖 な 起 源 ジ ェ ー ム ズ ・Ｒ ・ク ラ ー ク … ３９６

リ ー 大 管 長 と の 交 流 … … … ジ ョ ン ・Ａ ・ トベ ッ ト ネ ス … ４００

教 会 幹 部 の 話 ハ ロ ル ド ・Ｂ ・リ ー … ４０２

質疑応答

タ レン トシ ョー

神 の人 エ リヤ

４０４

ビ ビ ア ン ・バ ー ソ ロ ミ ュ ー … ４０５

お もち ゃ ば こ

４０８

４１０

ひつ じか い の少 女 ジ ュ デ イ ー ・ケ イ プ ナ ー … ４１２

神 権 者 に与 え る勧 告 ハ ロル ド ・Ｂ ・リー… ４１３

神 権 と神 権 を 管 理 す る職 … …… Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー… ４２０

今 ， 他 の 予 言 者 を ま た 送 らる… …

… …… マ ー ク ・・Ｅ ・ピ ー タ ーセ ン… ４２５

話 す 時 間 を と りな さ い … … ジ ョー ジ ・Ｓ ・デ ュ ラ ン ト… ４２９

ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス ４３０

ス テ ー キ 部 本 部 ・伝 道 本 部 住 所

東 京 ス テ ー キ部 本 部 〒 １０７ 東 京 都 港 区 北 青 山 ３の ６の ４

Ｔ Ｅ Ｌ （０３－ ４０７－ ２４６５）

大 阪 ス テ ー キ部 本 部 〒 ５６０ 大 阪 府 豊 中 市 岡町 北 １の１２の ３

Ｔ Ｅ Ｌ （０６－ ８５２－ ３７３４）

日 本 東 伝 道 本 部 〒 ０６３ 札 幌 市 中 央 区 北 ２条 西 ２４の ２４５

Ｔ Ｅ Ｌ （０１１－ ６１１－ ３６９７）

日 本 伝 道 本 部 〒 １０６ 東 京 都 港 区 南 麻 布 ５の ８の １０

Ｔ Ｅ Ｌ （０３－ ４４２－ ７４３８）

日本 名古 屋 伝 道 本 部 〒 ４６４ 名 古 屋 市 千 種 区 鹿 子 町 ５－ ２７

Ｔ Ｅ Ｌ（０５２－ ７８２－ ３５５５－６）

日 本 中 央 伝 道 本 部 〒 ６５７ 神 戸 市 灘 区 篠 原 本 町 ４の ６の ２８

Ｔ Ｅ Ｌ（０７８－ ８８１－ ２７１２－３）

日 本 西 部 伝 道 本 部 〒 ８１０ 福 岡市 中 央 区 平 尾 浄 水 町 ４６

Ｔ Ｅ Ｌ （０９２－ ５２－ ６０４８）『

聖 徒 の 道 ９ 月 号

発行所 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会

東京都港 区南麻布 ５－ ８－１０

配 送 東京デ ィス トリビュー ション ・セ ンター

東京都港区南麻布 ５－１０－２５

定 価 年 間予約 １，３００円 １部 １３０円

海外予約 ユ，８００円

’
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大 管 長 会 メ ッ、セ ー ジ

律法
の

法則
第 二 副 管 長 マ リオ ン ・Ｇ ・ロム ニー

主は言われた。 「そもそも創世の以前 より天に於て定めら

れたる一つの変 らざる律法ありて， あらゆる祝福はこれに基

くなり。

すなわち，われ ら何にても神より祝福を受 くる時は，この

祝福の基 く律法に従 うによりて然るな り。」 （教義 と聖約１３０

：２０，２１）

この宣言を読むと，支配の律法に従順でなければ，いかな

る分野においても，いかなる場所において も，永遠の進歩は

あり得ないと思われる。私たちは， これが天において真実で

あることを知 っている。主が次のように言われたか らである。
「……およそ律法によりて支配さるる者はまた律法により

て護 られ，これによりて全 くせ られ聖 くせ らるるなり。

律法を破 り律法を守 らず して己れの欲するところを行わん
とどま

と し，進 ん で 罪 （律 法 を破 る罪 の こ と） の 中 に住 りま た全 く

罪 の 中 に 住 る者 は ，律 法 に よ りて もま た愛 憐 ， 正 義 ， 審 判 に

よ りて も聖 くせ られ得 ず 。 … …

… …審 判 は 王座 に座 して す べ て の もの を支 配 しす べ て の こ

とを 執 り行 う者 の前 に 行 くな り。

… … 彼 は 昔 よ り万 物 に 一 つ の律 法 を与 え， この律 法 に よ り

て 万 物 は 時 と期 に 随 い 運 行 を 止 め ざ るな り。

而 して この 運行 の道 は 定 ま りて動 か ず， 正 に天 地 の道 に し

て 地 とす べ て の 遊 星 に 通 ず る もの な り 。」 （教 義 と聖 約８８：３４

３５， ４０，４２，４３）

この 聖 句 か ら， 神 の 摂 理 に あ る もの は す べ て， た とえ私 た

ち には 生 命 の な い もの の よ うに 見 え る もの に 至 るま で ， そ れ

を 支 配 す る律 法 に 従 って い る こ とが わ か る。

「… … （例 え ば ） 地 は 日の栄 の王 国 の 律法 に従 え り
。 そ は

そ の 創 られ た る 目的 を 満 た して ，律 法 を 犯 す こ とな け れ ば な

り。」 （教 義 と聖 約 ８８：２５）

「これ を 以 て
， … …地 は … … 父 な る神 の御 前 に在 る と言 う

光 栄 の冠 を 受 くべ け れ ば な り。

これ ， 日の栄 の王 国 に属 く人 々 は限 りな くい つ ま で も：地を

所 有 せ んが た め に して， … …

ま た わが 汝 らに与 え た る律 法 ， す な わ ち， キ リス トの 律法

（つ ま りキ リス トの福 音 ， 完 全 な 自由 の律 法 の こと） に よ り

て聖 め られ ざ る者 た ち は別 の王 国 … … をつ が ざ るべ か らず 。

そ は， 日の栄 の王 国 の律 法 に従 う能 わ ざ る者 は 日 の栄 に堪

う る能 わ ざ れ ば な り。

ま た ，月 の栄 の王 国 の律 法 に従 う能 わ ざ る者 は月 の栄 に堪

う る能 わ ず 。

ま た ，星 の栄 の王 国 の律 法 に従 う能 わ ざ る者 は星 の栄 に堪

う る能 わ ず 。」 （教 義 と聖 約８８：１９－ ２４）

神 か ら啓 示 され た 御言 葉 に よ って護 られ て い る私 た ち末 日

聖 徒 は， 何 と祝 福 され て い る こ とで あ ろ うか。 そ の御 言 葉 に

よれ ば ， 来 世 に も何 らあい ま い な こ とが な く， 律 法 の法 則 は

変 わ らず ， だ れ で も皆 ， 自分 の 従 った律 法 に よ って報 い を受

け る の で あ る。 また ， 神 聖 な 律法 は す べ て ，厳 粛 な律 法 と し

て 変 わ る ことが な く， きの う も， き ょう も， い つ ま で も変 わ

る こ とが な く， 審 判 も慈 悲 に満 ちた もの に な るで あ ろ う。 し

か しそれ は律 法 に従 って 厳格 に行 な わ れ る し， 正義 の原 則 を

損 う こと もな い ので あ る。末 日聖 徒 は ， 「律 法 の法 則 」 に 関

す る知 識 を 持 って い る こ と に よ って祝 福 され て い るだ け で な

く， 自分 が 裁 か れ る基 準 と な る律 法 を 知 り， 理解 して い る こ

とに よ って 二 重 の祝 福 を 受 けて い るの で あ る。

「完 全 な 自 由 の律 法 」 （ヤ コ ブ １ ：２５） の 知識 に照 らして

考 え る とき， この律 法 に従 わ な い で い る とい う こ とは ，何 と

近 視 眼 的 で あ り， 愚 か な こ とで あ り， また 悲 しむ べ き こ とで

あ ろ うか。

「キ リス トの律 法 」 はす べ て の もの を 含 ん で い る。 そ の律

法 は， 墓 の か な た を支 配 して い る法 則 に関 係 して い るだ けで

な く， この場 所 の， この時 点 の 自然 の法 則 に も， しか も，地

方 や 一 国， 世 界 を 問 わず ，「関 係 して い る の で あ る。
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賭』 鱒

舗
認、

末 日聖徒たる者は，その居住する地の政府の法律に厳格に

従 うべきである。私たちは，私たち自身の手になる信仰宣言

によって，政府の法律に従 うよう戒められている。それは世

に向かって次のように宣言 しているか らである。 「われ らは

王，大統領，統治者，長官に従 うべきを信 じ，また法律を守

り，敬い，支 うべきを信ず。」（信仰箇条第１２条）

私たちは，主の戒めと調和 して，これを果たすのである。
「何人 もその国の律法を破ることなかれ。そは神の律法を

守る者はその国の律法を破る要なければなり。

この故に今ある権力に服従 し，統治すべき権能を持ちてす

べての敵を脚下に踏みつ くる者の統治する時の至 るを待つべ

し。」（教義と聖約５８：２１，２２）

「世俗の権威の原則は
，その起源を神聖なものに負 ってい

る。それは，多かれ少なかれ人の必要性に合わせて作 られ，

大概，正当で有益なものである。この制度がいくら悪 くとも

無政府状態よりはよい。政府の転覆を謀 る革命運動は，それ

自体，神の律法に反 している。…… （「教義と聖約注解」〔英

文〕Ｐ．３３９）
「律法の法則」が，家庭で，地域社会で，国家で破 られる

とき，それは混乱が世を支配するときである。

天の王国は，混乱 とは無縁のものである。それは，天のヨ三

国には，自由意志によって王国の律法に従わないような者は

だれひとりとしていないか らである。

末日聖徒は，その居住する地の憲法を初めあらゆる神の律

法に厳格に従 うべきである。 しかも，善良な，正直な気持で

従 うのである。

道徳の退廃と法律無視の著 しい現代にあって， 私 た ち が

皆，十戒に照 らして自分自身の行動を考えてみることも，あ

ながち無益なことではあるまい。十戒は神の基本的な律法で
む

あるばか りでなく，ユダヤ，キ リス ト教社会の世俗の律法の

根本を形成するものなのである。

「あ な た は わ た しの ほか に
， な に もの を も神 と して はな ら

な い 。

あ な た は 自分 の た め に， 刻 んだ 像 を造 って はな らな い 。 上

は天 に あ る もの， 下 は地 に あ る も の， ま た地 の下 の水 の な か

に あ る もの の， ど ん な形 を も造 って は な らな い。

あ な た は， あ な た の神 ， 主 の名 を ， み だ りに唱 えて はな ら

な い。 主 は， み名 をみ だ りに唱 え る もの を， 罰 しない で は置

か な い で あ ろ う。

安 息 日を覚 えて ， これ を 聖 とせ よ。

主 は六 日の うち に， 天 と地 と海 と， そ の 中 のす べ て の もの

を造 って ， 七 日 目 に休 まれ たか らで あ る。 そ れ で 主 は 安 息 日

を祝 福 して 聖 と され た 。

あ なた の 父 と母 を敬 え 。 これ は， あ な た の 神， 主 が賜 わ る

地 で， あ なた が 長 く生 き る た めで あ る。

あ な た は殺 して はな らな い。

あ なた はｉ姦淫 して は な らない 。

あ なた は盗 んで はな らな い。

あ なた は隣 人 につ い て ， 偽 証 して はな らな い 。

あな た は隣 人 の 家 を む さぼ って は な らな い 。隣 人 の妻 ， し

もべ ， は した め， 牛 ， ろば ， ま た す べ て 隣 人 の もの を む さぼ

って は な らな い 。」 （出 エ ジ プ ト ２０：３， ４， ７， ８， １１－

１７）

「ｒ心 を つ く し
， 精 神 をつ く し， 思 いを つ く して ，主 な る あ

な た の神 を愛 せ よ 。』 第 二 も これ と同様 で あ る， 「自分 を 愛 す

る よ うに あ な た の隣 り人 を 愛 せ よ』」 とい う， い ちば ん 大 切

な第 一 の戒 め を守 る精 神 で ， 今 まで 述 べ て きた律 法 に 厳格 に

従 うな ら， 人 はだ れ で も 国 の法 律 に従 い， ま た こ の現 世 の 生

涯 で適 用 で き る もの と して ， 日 の栄 の王 国の 律 法 に も従 うの

で あ る。

ノ
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救い主イエス ・キリス トは，地上で

伝道されたとき，様々な階層の人々に

出会われた。この人々は人生を左右す

る重要な思想を形成 し，それぞれ永遠

の将来を定める行動に移 ったのであっ

た。ここに取 り上げた人々は，救い主

と深いかかわりあいを持ち，福音のお

とずれに対 してそれぞれ独 自の反応を

示 した人物である。彼 らは皆新約聖書

の四福音書 と切っても切れない関係に

ある。

３８８

カ ー テ ィ ス ・Ｅ ・ レ ッ ドベ タ ー

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学

教会歴史 ・教義学 助教授

ア ンデ レ

イエ スが ヨル ダ ン川 で バ プ テス マを

受 けて か ら しば ら く して ， ア ンデ レ と

も うひ と りの同 僚 は ， ふ た りが 神 の ま

こ との 予 言 者 と信 じて い るバ プ テ ス マ

の ヨハ ネ と話 して い た 。 す る と突 然 イ

エ ス が彼 らの 方 へ 歩 い て こ られ た。 そ

こで バ プ テ ス マ の ヨハ ネ は主 に 目を と

、

め て， 「見 よ， 神 の小 羊 」 と言 っ た。

ア ンデ レは そ の とき以 来 ， ・ｆエ ス こそ

キ リス トで あ る とい う証 を も って 立 ち

去 った。 そ して そ の ま ま主 に従 っ た の

で あ る。 （ヨハ ネ １ ：３５－ ３７）

ア ンデ レは メ シヤ を見 出 して心 を踊

らせ ， この良 い知 らせ を兄 弟 の シ モ ン

に伝 え に急 い だ。 そ して 「わ た した ち

は キ リス トに い ま 出会 っ た 」 と 告 げ

た。 そ れ は揺 れ動 く信 仰 とか ， 定 ま ら

ぬ証 ， 中途 半 端 な確 信 な ど とい う もの

で は な か った。 ア ンデ レは不 動 の確 信

を抱 い て い た。 決 心 を 固 め， 主 に全 幅

の 信頼 を寄 せ て い た。 だ か ら こそ彼 は

兄 弟 の バ ル ヨナ ・シ モ ンを キ リス トの

も とへ連 れ て い く こ とが で き た の で あ

る。 （ヨハ ネ １ ：３８－ ４２）

ア ンデ レは ほ か の人 々 もキ リス トの

も とへ連 れ て行 った。 大 勢 の群 衆 が イ

エ スの教 え を 聞 くた め に集 ま った とき

主 は彼 らが 空腹 な の を 見 て と り， 言 わ

れ た 。 「ど こか らパ ンを買 って き て，

この人 人 に 食 べ させ よ うか 。」 そ れ に

対 して ア ンデ レは イ エ ス に 言 っ た。

「こ こに
，大麦 の パ ン五 つ と，さか な二

ひ き とを持 って い る子 供 が い ま す 。」

ア ンデ レは本 当 に男 の子 を イ エ ス の も

とへ 連 れ て き た。 そ こで イ エ ス は さか

な とパ ンを ふ や して ， 群 衆 に食 べ させ

た も うた。 （ヨハ ネ ６ ：１－ １４）

イ エ スが エル サ レム に勝 利 の入 城 を

し， 十 字 架 の受 難 を 数 日後 に 控 え た ，

生 涯 も最 後 に近 づ い た 頃 ， ギ リシ ャ人

が 何 人 か ピ リポの 所 へ 行 き， イ エ スに

会 いた い と 申 し出 た 。 ピ リポ はす ぐア

ン デ レの所 へ 行 き， ふ た りで 異邦 人 の

探 求 者 を 主 の も とへ 連 れ て行 った 。（ヨ

ハ ネ１２：２０－２４）

ア ン デ レは イ エ ス と出 会 って以 来 ，

終 始 ひ とつ の変 わ らぬ 召 しを受 け て い

た よ うで あ る。 そ れ は人 を キ リス トの

もとへ 連 れ て くる こ とで あ った。



．．譲 』

イエ スが愛 してお られ た

ヨ ハ ネ

ゼ ベ ダ イ の子 ヨハ ネは， ヤ コブ の兄

弟 で あ った。 （マ タ イ ４ ：２１） この ヨ

ハ ネの母 サ ロ メは， イ エ ス の母 マ リヤ

と姉 妹 の関 係 に あ った と思 われ る 。（マ

タ’イ２７：５６， ヨハ ネ１９：２５）

バ プ テ ス マ の ヨハ ネが イ エ スを 指 し

て ， 神 の小 羊 で あ る， と宣 言 した とき

ア ンデ レの ほか に も うひ と り弟 子 が い

たが ， これ は疑 い もな くか つ て バ プ テ

ス マ の ヨハ ネ の弟 子 で あ った この ヨハ

ネ そ の人 で あ っ た。 （ヨハ ネ １ ：３５－

４０）

後 に イ エ ス は， ヨハ ネ と兄 弟 ヤ コ ブ

に， 網 を お いて 私 につ いて き な さ い，

と言 わ れ た。 （マ タ イ ４ ：２１， ２２） そ

して 間 もな くヨハ ネ は， 使 徒 に聖任 さ

れ た の で あ るσ （マ タ イ１０：２）

イ エ ス は ヤ コ ゴ『と ヨハ ネの こ とを ，

ホ ア ネル ゲ ． す な わ ち， 雷 の 子 と呼 び

た も うた 。 これ は明 らか にふ た りの気

性 か らきた もの で あ った 。 （マル コ ３

：１７） キ リス トの 名 に よ って 悪霊 を追

い 出 して い る者 を 見 て や め させ， 主 か

らそ の必 要 は な い とた しな め られ た の

は ， この ヨハ ネで あ った。 （ル カ ９ ：

４９） ま た イ エ ス が サ マ リヤの村 で拒 ま

れ た と き， 天 か ら火 を 呼 び下 して や り

た い と も言 って い る。 （ル カ ９ ：５２－

５６） さ らに あ る と き ヨハ ネは母 親 と兄

弟 と一 緒 に な って， 王 国 に入 った 暁 は

イ エ ス の横 にす わ る栄 光 を賜 りた い と

願 い 出 て い る。 （マ タイ２０：２１， マ ル

コ１０：３７－ ４０） 彼 らは 当時 ま だ福 音 の

真 髄 を悟 って い なか った の で あ る。

そ れ で も ヨハ ネは，．主 が ヤィ ロの娘

を 死 か らよ み が え らせ た と き， 他 のふ

た りの 使徒 と共 に そ ば に い る よ うに選

ば れ て い る。 （マル コ ５ ：３７－ ４３） ま

た変 貌 の 山 で， 救 い主 とモ ー セ， そ し

て エ リヤ は， 神 権 の鍵 を ペ テ ロ， ヤ コ

ブ， ヨハ ネ に与 え て い る。 （マル コ ９

：２－ １０） 最 後 の晩 餐 の席 で， ヨハ ネ

は イ エ ス の隣 にす わ って い た。 （ヨハ

ネ１３：２３） ま た イ エ ス は園 で苦 悩 を 味

われ た と き， ペ テ ロと ヤ コ ブ， ヨハ ネ

を 連 れ て 行 か れ た。 （マール コ１４：３２－

３４）

ヨハ ネが この よ うに特 別 扱 い を 受 け

るの は，理 由 の な い こ とで は な か った 。

とい うの は， イ エ スが ゲ ツ セ マ ネの 園

で 捕 われ た あ と， 救 い 主 の あ とを つ け

て 大 祭 司 の 宮 にま で 入 り込 む とい う勇

気 を 示 して い るか らで あ る。 （ヨハ ネ

１８：１５）

十 字 架 の 場 にい た と記 され て い る十

二 僅 徒 は， ヨハ ネ た だ ひ と りで あ っ

た。 そ こで イ エ スが 母 マ リヤを ヨハ ネ

の 世 話 に託 した と ころ， ヨハ ネ はそ の

責 任 を 引 き受 けて い る。 （ヨハ ネ１９：

２６， ２７）

ヨハ ネ は兄 弟 の ヤ コ ブ と同 じ く何 を

す る に も火 の よ うな 熱 意 に燃 え ， 主 の

ため に は死 を も恐 れ な い 覚悟 が で きて

いた 。 （マ タ イ２０：２４） ヨハ ネは教 え

を よ く吸 収 で き る弟 子 で あ り， 何 よ り

も主 のみ こ こ ろに か な った者 に な りた

い と望 ん で い た。

ヨハ ネは ペ テ ロ と共 に 主 か らエ ル サ

レム につ か わ され ， 最後 の 晩 餐 に先 だ

って 過 越 の 食 物 を 用 意 して い る。

人 を 変 え る キ リス トの 力 は ， ヨハ ネ

を 犠 牲 と愛 の 人 ， 柔 和 な 人 に 変 え た 。

ヨハ ネは ，深 い 霊 的 な洞 察 力 を持 ち，

人 を 愛 す る特 質 に恵 ま れ た人 ， 同情 す

る力 に富 ん だ 人 とな った 。

人類 を 愛 され た キ リス トを 宣 べ 伝 え

るの が ヨハ ネの 使 命 で あ った 。 ヨハ ネ

は，人 々 を主 の も とへ 導 くた め，人 生 を

延 ば して 欲 しい と願 い 出 た 。 そ れ で そ

の 望 み ど お り， 主 が 再 び 来 るま で 地上

に と どま るだ ろ う とい う約束 を得 た 。

（ヨハ ネ２１：２０－ ２４，教 義 と聖 約 ７ ：

１－ ３， 皿ニ ー フ ァ・イ２８：６－ １０）

３８９



一
　　》．幽 コ ァ モ

イ エ スが 最 初 の宮 き よ めを 終 わ っ た

ばか りの こ とだ っ た。 そ の夜 ， パ リサ

イ人 で サ ンヘ ドリ ンの一 員 で あ っ た ニ

コデ モが ，イ エ スの も と に来 て 言 った 。

「先 生
， わ た した ち は あ な た が 神 か ら

こ られ た教 師 で あ る こ とを 知 って い ま

す 。 神 が 一 ご緒 で な い な ら， あ な た が

な さ って お られ る よ うな しる しは， だ

れ に もで きは しま せ ん 。」 （ヨハ ネ ３ ：

２）

イ エ ス は直 ち に核 心 をつ いて 答 え ら

れ た。

「よ くよ くあな た に 言 って お く。 だ

れ で も， 水 と霊 とか ら生 れ な けれ ば ，

神 の 国 に は い る こ とは で きな い 。」 （ヨ

ハ ネ ３ ：５）

この教 え は ニ コ デ モ に と って 初 め て

聞 く奇 異 な考 え で あ った。 イ エ ス は さ

らに， も し福 音 の第 一 原 則 が信 じ られ

な い な ら， 永 遠 の奥 義 は とて も信 じ ら

れ な い だ ろ う，とニ コ デ モ に言 わ れ た 。

この夜 の真 剣 な会 見 の後 ， ニ コデ モ の

３９０

冷 淡 な 態 度 は 徐 々 に 変 わ って い った 。

後 にサ ンヘ ド リンの 会 合 で ， イエ ス

が 詐 欺 師 呼 ば わ りされ た と き， ニ コ デ

モ は勇 敢 に も こ う問 い た だ した 。律 法

に よ れ ば， まず そ の人 の言 い分 を聞 い

た上 で な けれ ば さ ば く こ とを しな い の

で は な い か， と。（ヨハ ネ ７ ：５０－ ５２）

ニ コデ モ は この と き勇気 を ふ る って

意 見 を述 べ た が， 同僚 た ち は イ エ ス を

弁 護 す る ニ コデ モに批 判 的 で あ った 。

イエ スの 死 後 ， ニ コデ モは ，没 薬 と

沈 香 を ま ぜ た もの を百 斤 ほ ど持 つて ，

イ エ ス の 埋葬 の 準 備 を 手 伝 って い る。

（ヨノ＼ネ１９二３９）

ニ コデ モ が ど の程 度 救 い 主 の 勇敢 な

弟 子 に な って い た か 明 らか で はな い。

しか し， も しニ コデ モが 救 い主 の勧 告

を 受 け 入 れ て い れ ば ， イ エ スか ら も う

一 度 生 まれ 変 わ らな けれ ば な らな い と

言 わ れ た夜 に， 霊 的 な 生 命 が 胎 動 し始

めて い た こ とだ ろ う。

マ リャ とマ ル タ

ベ タニ ヤに ラザ ロ とい う兄 弟 と住 ん

で い た マ リヤ と マル タ は， しば しば家

を訪 れ た イエ ス と親 交 が あ った 。 ル カ

は， マル タ とい う名 の：女が イ エ スを 家

に迎 え 入 れ た ， と記 して い る。 （ル カ

１０：３８）

記 録 され て い る限 り， イ エ ス が 初 め

て彼 らの家 を訪 れ た も うた とき （ル カ

１０：３８－ ４２） ， マ ル タ は ・ｆエ ス に食 事

を用 意 した い と願 った。 … 方 マ リヤ は

イ エ ス の語 る真 理 の言 葉 に耳 を傾 け て

い た い と思 った。 忙 し く準 備 に余 念 の

な か った マル タは， マ リ ヤが食 事 の用

意 を 一 向 に手 伝 わ な い の で， 不 満 で あ

った 。 イ エ ス はマ ル タの か い が い しい

働 き に感 謝 した が ，体 に食 物 を 与 え る

こ と に専 念 す る余 り， 霊 を 犠 牲 にす る

こ とは危 険 で あ る と マル タ に警 告 され

た。 物 質 的 な事 柄 も役 に立 つ し， 良 い

もの で あ る が， 霊 的 な食 物 は な お さ ら

必 要 で あ る。

マ リ ヤ とマ ル タは， ラザ ロが 死 か ら

よ み が え る とき そ の場 に い た。 最 初 マ

ル タは 兄 弟 の 死 を 知 らせ に， 救 い主 の

所 へ 急 い だ 。 マル タ は言 った， 「主 よ

も しあ なた が こ こに い て 下 さ っ た な

ら， わ た しの兄 弟 は死 な な か った で し

ょ う。」 続 い て 大 い な る信 仰 を 示 して

言 っ た。 「しか し， あな た が どん な こ

とを お願 い に な って も， 神 はか な えて

下 さる こ とを， わ た しは今 で も存 じて

い ます 。」
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イ エ ス は マル タに言 わ れ た。 「あ な

た の 兄 弟 はよ み が え るで あ ろ う」。

マル タ は復 活 の こ とを言 わ れ た の だ

と思 って ， こ う言 った 。 「終 りの 日の

よみ が え りの 時 よ み が え る こ とは， 存 、

じて い ま す 。」

そ こで ・ｆエ スは優 し くマ ル タに次 の

こ とを 思 い起 こ させ た も うた。 「わ た

しは よみ が え りで あ り， 命 で あ る。 わ

た しを信 じる者 は ， た とい死 ん で も生

き る。 ま た， 生 きて い て， わ た しを信

じる者 は ， い つ ま で も死 な な い 。 あ な

た は これ を信 じ るか 。」 （ヨハ ネ１１：２５

－ ２６）

そ こで マル タは心 か ら信 じて こ う答

え た 。 「主 よ， 信 じま す。 あ な た が こ

の世 に き た るべ き キ リス ト， 神 の御 子

で あ る と信 じて お ります 。 （ヨハ ネ １１

：２７）

マ ル タ に劣 らぬ強 い証 を持 っ た マ リ

ヤ は， ふ た りに 出会 っ て兄 弟 の死 を悲

しん で泣 い た。 イ エ ス も泣 かれ た。

そ こで イ エ ス は， ラザ ロ の墓 を封 じ

て い た石 を， ころが す よ うに命 じ られ

た。 そ して 天 父 な る神 に祈 って か ら，

大 声 で 叫 ん で 言 わ れ た 。 「ラザ ロ よ，

出 て きな さい 。」す る と， ラザ ロ は埋葬

され た と きの 姿 の ま ま 出 て きた 。 （ヨ

ハ ネ１１：１８－４４）

マ リヤ と マル タの 信 仰 は何 と偉 大 で

あ った こ とだ ろ うか 。 この 姉 妹 の 心 は

最 後 の敵 で あ る死 と：地獄 さえ も足 も と

に 踏 み つ け ， す べ て の敵 を克 服 した も

う救 い主 に対 す る

愛 と敬 慕 の念 で あ

ふ れ るほ どで あ っ

、

良 い特質 を数多 く備えたあ る男の人が，

イエスが近 くに来 た ことを知 って，走 って

や って くる と，救 い主 の足 もとにひざまず

いた。 そのよ うな行 為は誠 意の こもった心

と勇気のあ る人でな ければで きない ことで

あ った。 この人は 自分が知 ってい る限 り，

律法 に厳密 に沿 った生活を していた と思わ

れる。彼 は きっぱ りこう答えてい る。 「そ

れ らの事 はみな，小 さい時か ら守 っていま

す 。」

何 もか もそろっていて調 子よ く見えた。

しか しこの純潔 を守 り，裕福 で敬 慶な青 年

にも欠 けるものが あった。 それ は何 の差控

え もな いイエス ・キ リス トへの献 身であ っ

た。

イエスは言 われた。 「あなたに足 りない

ことが一つ ある。帰 って ，持 らて いるもの

をみんな売 り払 って ，貧 しい人 々に施 しな

さい。 …… そして，わた しに従 って きな さ

い。」

彼 は欠 ける ところがあ ったので，すべて

の ことを犠牲に して救い主 についてい くこ

とはで きなか った。 青年は悲 しみなが ら立

ち去 った。

この青年 はイエスの言 うとお りであ ると

感 じたが， この世の所 有物に対す る執着を

断 ち切 ることがで きなか った。 心はふたつ

の価値感 の問で引 き裂かれんばか りであ っ

た。 確かに善良 な人物であ ったが，彼 の心

はなお，神 の ことよ りもこの世 の ことの上

に とどま っていた。

救 い主は，全霊を こめて一心に神 の栄光

を求め ることと，完全に従順 になるために

妨 げ とな るものはすべて喜んで犠牲 にする

ことを求 めたも う。 そ こで質 問を もってた

ず ねてきた資産 のある青年 は，永遠 の生命

の代価 を支払 うことができず に 立 ち 去 っ

た。 この青年に とって， この世 はあま りに

も未練 が大 きか ったのである。 （マル コ１０

：１７－２７，マ タイ１９：／６－３０）

イエスを人類 の救 い主 と認 めなが ら，少

しの惜 しむ心 もな く仕 え る堅 忍の徳 に欠け

たため，深 刻な霊の苦 しみを経 験 したキ リ

ス トの弟子がほかに も一体何人 いただろ う

か。

ノ
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マル コと呼 ばれ ていた

３べ ヨ ハ ネ

マル コの 母 ， マ リヤ は恵 ま れ た環 境

の 中 に住 ん で いた 。 エル サ レムに あ っ

た マ リヤの 家 は，聖 徒 た ちの 集 会所 と

な って お り，恐 ら くこの 家 で イ エ ス と

弟 子 た ち は最後 の 晩 餐 を 食 した もの と

思 わ れ る。 （使 徒 １２：１２－ １７） ま た ペ

ン テ コ ス テ に関 連 して起 こ った感 動 的

な 場 面 も， 一部 この 家 で起 こ った の で

あ ろ う。 （使徒 １ ：１３）

マル コ は き っ と， 家族 を通 して キ リ

ス トの ことを 知 る よ うに な った に違 い

な い。 イ エ スが 捕 え られ た と き， そ の

場 に布 を ま とった 若 者 が いた が ， この

若 者 は マル コで あ る とす る 学 者 が い

（マル コ１４：５１， ５２）

パ ウ ロと バル ナバ が 聖 霊 の さ さや き

に よ っ て伝 道 の召 しを受 けた と き， ふ

た りは信 仰 と熱 意 に あふ れ る若 者 ， マ

ル コ と呼 ばれ て い た ヨハ ネを 連 れ て 行

っ た。 （使 徒 １２１２５） ペ ル ガで 何 か 理

由が あ って マル コ と呼 ば れ て いた ヨハ

ネ は， エル サ レム に引 き返 して い る。

（使 徒 １３：１３） この こ とに対 して パ ウ

ロは１ マル コが 帰 らな けれ ば な らな い

理 由 は何 もなか った と感 じて い た。 パ

ウ ロは この とき， マ ル コ を激 し く非 難ｉ

して い る。 それ で ２回 目の旅 行 の とき

に は， マル コを 同行 させ て い な い 。（使

徒 １５：３７－ ４１） そ こで パ ウ ロは代 りに

３９２



シ ラス を連 れ て旅 立 ち， マル コは バル

ナ バ と クプ ロへ 向か って い る。

次 に マル コの こ とが記 され て い る の

は， ペ テ ロ と同行 した とき の ことで あ

る。 この とき は以 前 に比 べ て は るか に

成 熟 した大 人 に な っ て い た。 今 や マル

コ は， 献 身 的 か つ 忠 実 な， 雄 々 しい聖

徒 で あ った。 ペ テ ロ とマル コ の間 に は

非 常 に深 い愛 情 と信 頼 が 見 られ た ので

ペ テ ロは こ う書 いて い る。 「バ ビ ロ ン

に あ る教 会 ， な らび に， わた しの 子 マ

ル コか ら， あ な た が た に よ ろ し く。」

（１ペ テ ロ ５ ＝１３） マル コ は立 派 な聖

徒 で あ る こ とを 十 分 証 明 した の で ，献

身 的 な 同僚 お よび 書 記 と して ペ テ ロに

同 行 す る こ とが で きた の で あ った 。 ペ

テ ロと そ うい う間 柄 に あ った の で ，今

日 マル コ に よ る福 音 書 と して 知 られ て

い る歴 史 を 書 き記 す こ とが で きた の で

あ る。

ま た マル コは後 に パ ウ ロか ら見直 さ

れ て い る よ うで あ る。 そ れ は パ ウ ロが

コ ロサ イ人 に宛 て て書 い た手 紙 に， マ

ル コを 迎 え て や るよ うに記 して い る こ

とか ら くみ とれ る。 も し これ が 同 じマ

ル コで あ る とす れ ば， パ ウ ロは， マル

コの以 前 の振 舞 い を反 抗 的 な もの ど考 ．＝

え て い な い こ とを知 らせ たか った よ う

で あ る。 マ ル コ は， 自分 の働 き に よ っ

て そ れ を証 明 した の で あ る。

パ ウ ロは， 殉 教 を前 に して 最 後 の手

紙 を書 い たが ， そ の中 で 非 常 に感 動 的

な言 葉 を残 して い る。 「マル コを 連 れ

て ， 一 緒 に き な さ い。 彼 はわ た しの務

の た め に役 に立 つか ら。」 （正テ モ テ ４

：１１）

パ ウ ロは， 孤 独 な獄 房 に入 れ られ て

処 刑 を 待 つ 間 ， マル コを 呼 ん で そ ば に

お らせ た。 この マル コ は前 に パ ウ ロを

失 望 させ た が ， そ れ 以 来 行 動 に よ って

忠 誠 と蛍仰 を表 わ した の だ った 。

イス カ リオ テの

ユ ダ

ユ ダ の文 字 通 りの意 味 は， 「神 が た

た え られ る よ うに」とい う こ とで あ る。

しか し， この人 の裏 切 り行 為 の た め，

ユ ダ とい う名 前 は背 信 行 為 と不 忠 実 の

代 名詞 とな っ て い る。

ユ ダ は ユ ダ ヤ南 部 の ケ リオ テ出 身 で

十 二 使 徒 の 中 で は た だ ひ と りガ リラ ヤ

以 外 の 出 で あ っ た。 イ エ ス と共 に ３年

起 居 を共 に した ユ ダ は， なぜ あの ２階

の部 屋 で主 か ら足 を 洗 って い ただ いた

あ と， 部 屋 を出 て ， ひ と りの 奴隷 の値

段 で しか な い価 で 主 を裏 切 っ たの だ ろ

うか 。 彼 は主 の 教 え を 聞 いて いな か っ

た のだ ろ うか 。 主 の 祈 りを 聞 い て い な

か った の だ ろ うか 。奇 跡 が行 な わ れ た

現 場 に いな か った の だ ろ うか 。他 の 弟

子 た ち と神 の王 国 に つ い て説 い て い た

の で は な か った の だ ろ うか。

恐 ら く主 に対 す る背 信 は， 突 然 起 こ

った もの で は な い で あ ろ う。 日に 日に

少 しず つ積 み重 な って起 こっ た もの に

違 い な い。

他 の使 徒 た ち は， ユ ダ を疑 って い な

か った よ うに思 われ る。 彼 が 十 二 使 徒

の会 計 に選 ばれ た こ とか ら もわか る よ

うに， 皆 ユ ダ を信 頼 して い た よ うで あ

る。 階 上 の部 屋 で イ エ スが ， 「あ なた

が た の うち の ひ と りが ， わ た しを 裏 切

ろ うと して い る」 と言 わ れ る と， 皆 異

口 同音 に 「主 よ， ま さか ， わ た しで は

な いで し ょ う」 と言 った 。 しか しイエ

ス は知 って お られ た 。 イ エ ス はい つ敵

意 が ユ ダ の心 に入 り込 ん だ か を 知 って

お られ た。 （マ タ イ２６：！７－ ２５）

イエ スが 愛 して お られ た ヨハ ネは，

そ の と きの こ とを 思 い起 こ して， こ う

記 して い る。「… …盗 人 で あ り，財布 を

預 か って い て ， そ の 中身 を ごま か して

い た か らで あ った 。」 （ヨハ ネ１２：６）

この よ うに言 うか らに は， 何 か証 拠 が

あ った に違 い な い 。 しか しそ れ もあ と

で わ か った こ とで あ った。

イ ス カ リオ テ の ユ ダ に も 自由意 志 が

あ った 。 ユ ダ は救 い主 に頼 る こ とを捨

て， 自分 で生 き て い く道 を選 んだ 。 す

る と 「サ タ ンが ユ ダ に は い っ た 。」 （ヨ

ハ ネ １３：２７） コーダ の うち に と もって い

た霊 的 な と も し火 を消 し去 っ た の は，

実 は誤 っ た価 値 感 のせ いで も な けれ ば

３０枚 の銀 貨 に 目が く らん だ た めで もな

か っ た。 それ は純 粋 な悔 い る精 神 を も

っ て主 に立 ち帰 らなか っ た た めで あ っ

た。 ユ ダ は救 い主 に赦 す 機 会 を 与 えな

か っ た 。聖 典 は次 の よ うに記 して い る 。

「ユ ダ は一 きれ の食 物 を 受 け る と
， す

ぐに出 て 行 った 。 時 は夜 で あ っ た 。」

（ヨハ ネ１３：３０） ユ ダに と って そ れ 以
ノ

来 す べ て の 日が 夜 とな った の で あ る。
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ゆ、た りの犯罪人

イエスはひと りで十字架 にかか ったので

はなか った。 カルバ リの丘 には ３本の十字

架が立 って いた。 イエスとその両側 にか け

られたふた りの犯罪人の計 ３人で あった。

これ は対照的 な取 り合わせで研究 の価値が

ある。

群衆 が嘲 り，役入 が愚弄 し，あるいは兵

士が くじを引いた りす る中で，パ リサイ人

は笑 って言 った。 「彼 は他入 を救 った。 も

し彼 が神 のキ リス ト，選 ばれた者 であるな

ら， 自分 自身 を救 うがよい。」 犯罪人 の ひ

とりもイエスに悪 口を言 った。 「あなたは

キ リス トではないか。 それな ら，自分 を救

い，またわれわれ も救 ってみよ。」

しか しもうひ とりの犯 罪人がそれをた し

なめて言 った。「「おまえは同 じ刑を受 けて

いなが ら，神 を恐 れないのか。 お互 は 自分

のや った事のむ くいを受けてい る の だ か

ら， こうな ったのは当然だ。 しか し， この

かたは何 も悪い ことを したのではない 。』

そ して言 った。 「イエ スよ，あなたが御

国の権威を もって おいで にな る時には，わ

た しを思い出 して くだ さい 。』

イエスは言われた 。「よ く言 って お くが，

あなたは き ょう，わた しと一緒 にパ ラダイ

スにいるで あろ う。』」 （ルカ２３：３４－４３）

初 めの ひと りは，神の 国な どとい うもの

には全 く興味を示 さなか った。彼が イエス

にか けた言葉 は，神 はもちろん，悔改 め，

赦 し，正義 などにつ いて全 く関心のな いこ

とを示 して いた。 この犯 罪人 の被 って いた

３９４

苦 しみは，今い る場所が与え る筆舌を越え

た苦痛で あって， 自分の罪業を思 って覚え

るものではなか った。 彼 は人生なんかまや

か し物だ と決めつ けて， 自暴 自棄に走 った

ので あった。 この ような人は，悔い改めて

赦 され，人 を変 える神の力を受 けるよりは

人生 を憎 々 しげに眺め る方を取 るので あっ

た。十字架 の刑が迫 ると，ます ます毒 々し

さを増す一方で ，さか らうばか り で あ っ

た。

ところがも うひと りの男 は，イエスが本

当はどんな入で あるか少 しわ かって きた。

そ して人生 で最 も大切 なものが何で あるか

をかいま見 る ことがで きた。 自分が誤 ちを

犯 した ことと，責 め られるのはほかで もな

い己れである ことを知 っていた。 自分 の悪

事 を認 めた この男 は，神 の正義 と慈愛 を理

解 する ことができた。 この人 の苦痛 は十字

架 にかか ってい ることか らくる肉体的な も

のに加えて， 自分 の過去 に対 する悔恨 の念

か らくる ものであ った。 この苦悩を味わ っ

て心か ら悔 い改 めたので，イエスか ら次の

よ うな約束を受けた。 「あなたはき ょう，

わた しと一緒に，パ ラダ イスにいるであろ

う。」

十字架 にかか って苦 しんでいたふた りの

男がふたつの道を選んだ。ひ とりの選択は

ます ます毒気を帯びた強暴性 と悲嘆 に誘 う

もので あった。他方 も うひ と りの選択は，

赦 しを得 ，来世で良 い生活 に入 る可能性を

持 った もので あ った．

マ グ ダ ラの マ リャ

マ グ タ ラの マ リヤ は ， 救 い 主 の 無 二 の弟

子 とな った 。 マ リヤ は ， い つ も イエ スの 身

の まわ り にい た 少 人 数 の 弟 子 の 仲 間 に 加 わ

り， 自分 の 持 ち物 を 捧 げ て 奉 仕 した 。 （マ

ル コ１６；９， ル カ ８ ：１－ ３）

イ エ スが 十 字 架 にか か って ， 弟 子 た ち に

そ ば に い て欲 しい と思 わ れ た と き， マ リヤ

は他 の女 た ち と一 緒 に主 の た め に仕 えた 。

（マ ル コ１５：４０，４１） 主 の 体 を墓 に葬 った

とき もそ こに い た。 （マ ル コ１５：４７）

あ の週 の初 め の 日， マ リヤ は朝 早 く墓 へ

出 か け て ， イ エ ス の 体 に油 を塗 り，十 分 包

み 直 して ，悲 しみ の とき を過 ご そ うと した 。

（マ ル コ１６：１） と ころ が 石 が転 が して あ

って ， 墓 が あ い て い た の で ， す ぐに 町へ も

ど って ペ テ ロ と ヨハ ネ に ， イ エ ス の 体 が取

り去 られ て い る こ とを 知 らせ た。 （ヨハ ネ

２０：１， ２） そ して 墓 へ と急 ぐふ た りの使

．徒 の あ とを つ い て行 った。 使徒 た ち が 気 を

落 と して 立 ち去 った 後 ， マ リヤ は そ こを去

る こ とが で きず ， 泣 い て い た。

す る と あ る人 か ら声 を か け られ た。 「女

よ ，な ぜ 泣 い て い るの か。 だ れ を 捜 して い

る のか 。」 マ リヤ は， その 人 が 園 の 番 人 だ

と思 って いた 。

そ こで 言 った 。 「も し あな た が ， あ の か

た を移 したの で した ら， ど こへ 置 い た の

か ， ど うぞ お っ しゃ って 下 さ い。 わ た しが

そ の か た を 引 き取 ります 、」

イ エ ス は彼 女 に 「マ リヤ よ」 と 言 わ れ

た。 そ れ で マ リヤ は そ の人 が イ エ スで あ る

こと を知 っ た。

マ リヤ はふ り返 って ， イ エ ス にむ か って

「ラボ ニ」 と言 っ た ， それ は ，先 生 とい う

意 味 で あ る。

イ エ ス は彼 女 に言 わ れ た ， 「わ た しに さ

わ って は い け な い。 わ た しは ， ま だ父 の み

も とに 上 って い な い の だ か ら。 た だ ，わ た

しの 兄 弟 た ちの 所 に行 って ， 「わ た しは ，

わ た しの 父 ま た あ な た が た の父 で あ って ，

わ た しの 神 ま た あ な た が た の神 で あ られ る
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４っの聖典 には

それぞれ

背後 に興味 あ る歴 史が

隠 されて お り

人 の子 らに対 す る

天 父な る神 の愛 が

よ く表 わ されてい る

聖典の

神聖な

起源

ジ ェ ー ム ズ ・Ｒ ・ ク ラ ー ク

ブ リガム ・ヤ ン グ大 学

古 代 聖 典 学 教 授

父なる神は，子供たち一全人類

天 一を愛 しておられる。そして時

の初めから愛 してこられた。賢明で理

解ある天父は，口頭で人に与えた勧告，

忠告が容易に忘れ去 られたり，失われ

たりし，従 って人々が甚 しく苦 しむ こ

とになることを承知 しておられた。

従 ってこの地上に人が一番最初に現

われるようになって以来，神は御 自身

の指示や導きを書き記 して，人々の間

に広 く行 きわた らせ， 自由に入手でき

３９６

る よ うに す るよ う予 言 者 に奨 励 し， 命

じて こ られ た。

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の ４

つ の標 準 聖 典 は， 今 日の神 権 時 代 に予

言 者 に与 え られ た新 しい啓 示 を含 む と

同 時 に， 多 くの古 代 の書 物 を包 含 して

い る。

この ４つ の標 準 聖 典 は， 聖 書 ， モ ル

モ ン経， 高価 な る真 珠 そ して教 義 と聖

約 で あ る。

どれ を取 って も皆 背 後 に 非常 に興 味

の あ る歴 史 が 隠 され て い る。 この神 権

時 代 に 私 た ちが ， 恵 ま れ て 上記 の ４冊

の 聖 典 を 得 るに 至 った 経緯 そ の もの が

私 た ち に対 す る天 父 の 愛 を 如 実 に 示 し

て い る。

宣 教 師 は ， イ エ ス ・キ リス トの福 音

を 全 人 類 に宣 べ 伝 え る と き，今 日に 伝

わ って い る旧 約 聖 書 と新 約 聖書 を 大 胆

に用 いて い る。 そ れ は福 音 が キ リス ト

の時 代 の前 後 を 問 わ ず ， 古 代 に も教 え

られ て いた ことを 承 知 して い るか らで

あ る。 宣 教 師 は こう宣 言 す る。

「末 日聖 徒 に と って
， イ エ スは キ リ

ス トで あ り， 唯 一 人 の御 子 ， 神 の 子 ，

神 会 の一 員 で あ る。 私 た ち の近 代 の聖

典 は皆 この点 を証 す る書 物 で あ る。 真

実 の古 代 の聖 典 に この永 遠 の真 理 を取

り去 る こ と も， そ こな う こ と もな い 。」

（Ｊ ・ル ー ベ ン ・ク ラー ク ・ジ ュ ニ ア

「私 た ち の聖 書 」 〔ブ ッ ク ク ラフ ト社

１９５４年 〕 〔英 文 〕 Ｐ．２６）

が 「す べ て の人 の最 初 な る者 」

神
アダ ム （モ ー セ １ ：３４） や そ の

子 アベ ル， セ ツ， 孫 の イ ノス に与 え た

も うた教 え に 関 して， 当 時 の予 言 者 エ

ノ クは 次 の よ うに書 い て い る。

「そ れ よ り
， これ らの者 た ち主 の御

名 を 呼 ぶ こ とを 始 め た れ ば， 主 彼 らを

祝 福 した ま え り。

こ こに一 部 の覚 え の書 誌 さ る， その

中 に誌 す と ころ は ア ダ ム の言 葉 にて な

り。 そ は霊 感 の 「み た ま』 に よ りて書

き誌 す た め に， 神 を呼 び求 め た る者 に

み な与 え られ た れ ば な り。

この者 た ちに よ りて， そ の子 供 た ち

は読 書 きを教 え られ， そ の言 葉 は清 く

して 汚 れ な か り き。」 （モ ー セ ６ ：４－

６）

エ ノ クの 完 全 な記 録 は， 将 来 回復 さ

れ るが （教 義 と聖 約 １０７：５７ 参 照 ），

１８３０年 １２月 に ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 し

て 回復 され た エ ノ クの文 や予 言 の抜 粋

に， エ ノ クの 当 時 の標 準 聖 典 に対 す る

次 の よ うな 見解 が載 って い る。

「而 して
， 死 わ れ らの 先祖 に来 りた

る に もか か わ らず ， わ れ らは わ れ らの

先 祖 を 知 りて これ を 否 む を得 ず， す な

わ ちわ れ らの知 る最 初 の 先祖 アダ ムを

われ ら知 る な り。

そ は， 神 の指 もて 教 え られ た る手 本

に従 い， われ らの中 に覚 えの 書 を 誌 し

来 れ り。 而 して これ に載 す る はわ れ ら

の用 うる言 葉 な り。」 （モ ー セ ６ ：４５，

４６）

ア ブラハムの生涯とその時代につ
いて ， ひ とつ の物 語 が モ ー セの

第 一 の書 ， す な わ ち創 世 記 に記 され て

い る。 ジ ョセ ブ ・ス ミスが 啓 示 のみ た

ま に よ って訳 出 した， ア ブ ラハ ム の 自

伝 の翻 訳 に， 当 時 の標 準 聖 典 の こ とが

記 され て い る。 ア ブ ラハ ム は こ う書 い

て い る。

「され ど
， わ れ は今 後 われ 自 らよ り

さか の ぼ りて創 世 の前 に至 る年 代 記 を

描 か ん と努 む べ し。 そ は われ が そ の記

録 を 手 に 入 れ し故 に して， 今 に至 るま

で これ を 所 有 せ り。」 （アブ ラハ ム １ ：



２８）

紀 元 前 ２千 年 に アブ ラハ ムは， 書 き

記 され た 聖 典 を 収集 して い た 。 これ を

標 準 聖 典 と呼 ぶ こ とが で き よ う。 そ れ

ば か りか ア ブ ラハ ムは仮 に要 約 した形

にな ろ う と も， そ れ らの聖 典 を保 存 し

子 孫 に伝 え る必 要 が あ る こ とを洞 察 し

七 いた 。 ア ブ ラハ ムは 次 の よ うに書 い

て い る。

「され ど
， 神 権 の 権 能 に 関 す る先祖

す な わ ち族 長 らの 記 録 は， 主 な るわ が

神 わが 手 の中 に守 り置 きた ま い ぬ 。 …

… され ば ， わ が 後 に来 るべ き子孫 の た

め， この記 録 に あ る若 平 か の こ とを 努

めて こ こに誌 す べ し。」 （ア ブ ラハ ム １

：３１）

代 の啓 示 は， モ ーセ の 時 代 の記

近
録 の様 式 と書 き記 され た 聖 典 に

対 して 新 しい洞 察 を 与 え て い る。 イ ス

ラエル が か た くな で ， 不 義 を 好 ん だ た

め （教 義 と聖 約 ８４：１９－ ２７参 照 ） モ ー

セが 「あか しの板 二 枚 ， す な わ ち神 が

指 を もっ て書 か れ た石 の板 」 （出 エ ジ

プ ト３１：１８） を砕 い た後 ， 神 は モ ー セ

に言 われ た。

「あ な た は前 の よ うな石 の板 二 枚 を

切 って造 りな さ い。 わ た しは あ なた が

砕 い た初 め の板 に あ っ た言 葉 を， そ の

板 に書 くで あ ろ う。 しか しそれ は初 め

の言 葉 とは異 な る。・わ た しが 彼 らの う

ちか ら神 権 を取 りあ げ るか らで あ る。

そ れ ゆ え わ た しの聖 な る神 権 もそ の儀

式 も， もは や彼 らの前 を進 み行 か な い

で あ ろ う。 … …」 （霊 感 訳 出 エ ジ プ ト

３４：１）

「さき に お ま え が砕 い た二 枚 の板 に

書 い て あ った言 葉 を， わ た しは そ の板

に書 き しるそ う慧 … … た だ し聖 な る神

権 の永 遷 の誓 約 の言 葉 は書 き しる さ な

い 。 お ま え は そ れ を そ の箱 に お さめ な 大きな４
っの文字はヘブル語のアル

け れ ば な らな い 。」 （霊 感 訳 申命 １０：２） フアベットで，中央のさし絵は・ア
ブラハムの書の写し第２。

この よ うに， 現 在 「教 義 と聖 約 」 と 右の文字はその上にあった石板の刻

文である。「高価 な る真 珠
」 に編 集 さ れて い る。

ジ ョセ フ ・ス ミス に与 え られ た啓 示 は

旧 約 聖書 の起 源 に つ い て新 た な洞 察 を

与 え て くれ る。

新 約聖 書 の起 源 に つ い て ル カは次 の
耀 〆

よ う に記 して い る。 ∠ど二；＝

「わ た した ちの 間 に成 就 され た 出来

乾 最初か襯 しく見た人・であ・ 虜 ー

て，御言に仕 えた人々が伝えたとおり

物語に書き連ねようと，多 くの入が手

を翻 したが ……わたしもすべて 紛 雛 鋪 鷺 螺

響 灘 嬬 潔 擁難 幾妻離 一
つ って ， 閣 下 に献 じる こ と に し ま し ・、胃二？斑 ほ

た 。」 （ル カ １ ：１－ ３）

ヨハ ネ は，恐 ら く最 後 に 新 約聖 書 に

聖 典 と して 編 入 され た と思 わ れ る ヨハ

ネ に よ る福 音 書 の 中 で ， 次 の よ うに証

して い る。

「これ らの 事 につ い て あか しを し，

ま た これ らの事 を 書 い たの は， この 弟

子 で あ る。 そ して 彼 の あか しが 真 実 で

あ る こ とを，わ た した ちは 知 って い る。

イ エ ス の な さ っ た こ とは， この ほか

に ま だ数 多 くあ る。 も しい ち い ち書 き

つ け るな らば， 世 界 もそ の書 か れ た 文

書 を 収 め きれ な い で あ ろ う と思 う。」

（ヨノ、ネ２１：２４， ２５）

義 と聖 約 は， ヨハ ネ に関 す る啓

教
示 を載 せ て い る。 それ は ジ ョセ

ブ ・ス ミスが ！８２９年 ４月 に受 け た啓 示

で あ る。 彼 は， ウ リム と トミム を使 っ

て この啓 示 を受 け た と述 べ て い る。 ま

た ヨハ ネ が羊 皮 紙 上 に記 して 自 ら隠 し

た記 録 の訳 文 で あ る こ とを明 らか に し

て い る。（教 義 と聖 約 ７章 ， 前 文 参 照 ）

この 回復 さ れ た本 文 は， キ リス トが 栄

光 の 中 に来 られ るま で ヨハ ネが 生 き残

る とい う ヨハ ネ２１：２２， ２３の聖 句 に光

を与 え， 深 み を加 え て い る。 『

ま た １８３２年 ２月 に 「聖 ヨハ ネ の福 音

を翻 訳 」 して いて ， ジ ョセ ブ ・ス ミス

は， 聖 書 の伝 承 が 極 めて 不 完 全 で あ る

とい う確 信 を ます ます 深 め， 日誌 に次

の よ うに記 して い る。

「与 え られ た様 々 な啓 示 か ら
， 人 の

救 い に 関係 す る数 多 くの重 要 な教 義 が

聖 書 の編 纂 さ れ る前 に取 り除 か れ た か
メ

紛 失 した か して い る ことが 明 らか で あ

３９７



驚鑓’．，一 砺 ぐ 隔 り託 ん ４

，、ビ 蕪 〃曜 隔 ｕ ｑ

り ， 痴 、

縁

３ 覧ぞ

こ

ｏ

藏麺

金版か ら翻訳 した モルモソ経 の

オ リジナルコ ピド。

る 。」 （教 会 歴 史 記録 」〔Ｄ Ｈ Ｃ〕第 １巻

〔英 文〕 Ｐ．２４５）

続 いて 彼 が 受 け たひ とつ の 示現 を 記

録 して い る。 そ して， 「そ の文 書 は，

永遠 の世 界 の記 録 か ら写 した もの」 で

あ る と証 して い る。 （「Ｄ Ｈ Ｃ」 第 １巻

Ｐ．２５２） ジ ョセ ブ ・ス ミスの お い の子

で あ る ジ ョセ フ ・フ ィール デ ィング ・

ス ミス大 管 長 は， ヨハ ネ ５ ：２５－２９が

この示 現 を見 る き っか け にな った聖 句

で あ る と言 って い る。 （「教 会 の 歴 史 と

近 代 の啓 示 」 〔１９５３年〕 第 １巻 〔英 文〕

Ｐ．２８０）

この教 会 が所 有 し， 世 に発 表 して い

る近 代 の 啓示 は， 新 約 聖 書 の起 源 に新

しい 洞 察 を与 え て い る。

この教 会 が採 用 し， 使用 して い る第

２の 聖典 は， モル モ ン経 で あ る。扉 の

勺レ ペ ー ジ に この 書 の 神 聖 な起 源 が ，簡 潔

４ 勿 ’ に記 して あ る
。 そ して ・の 蔀 ， モル

熟
モ ン が主 と して， 「ニ ー フ ァ イ の民 の

記 録 か ら書 き記 した記 録 」 で あ る と述

べ て い る。ま た この記 録 は，ふ た つ の民

す な わ ちニ ー フ ァイ の民 とジ ェ レ ドの

民 の記 録 を要 約 した もの で あ る こ と も

記 して い る。 ま た さ らに， この記 録 の

緬 陥 製膿 １ご二縞£葦
孫 に， そ の先 祖 の た め に主 が 為 した も

アブラハムの書の写し，第 １。 うた大 き な御 業 を こ と ご と く示 」 す た

雛 離 禦 蟹 衛 を め曙 かれた・と，まガ ユダ・人・

異 邦 人 とに イ エ スが 永 遠 の 神 な る キ リ

ス トに ま しま して， 万 国 の民 に現 わ れ

た も う こ とを確 信 させ る」 た め に書 か

れ た こ とを 宣言 して い る。

神 は わ けへ だ て な く人 類 を愛 し， 思

い や りを 抱 きた も う こ とを， 繰 り返 し

二。。。．。淵 。ル礫 明 らかにしてお られ・調 恵 と愛に満
｝ の金版から取

った文字の写し・ ち た も う神 は， す べ て の神 の子 らが，

、’〆 ／ ｒ μ ノ ・， ’ 《 、

雛
轄 ’舗 、

１川 川 ｌｌ’川 １’川 １川 ｌｈ川 川 ｌｌｌ“川 ，１ 川 ｌｌ川 ＩＩ
川 音川 １、ｌｌ，

１茸 ・

ご醗辮 鰐 １⑩

揚“、“難 難 鵜 薫ラ１鎌

．》 蝶珈斑
１川

祭 ▽ ←、 奪 ニ

ク バ 誰『 態 笠 二

警撫
← ｒ ハ
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神の勧めを文書にして保存するように

求められた。モルモン経に登場するあ

る予言者は，人類に対する神の普遍的

な愛について，次のような主の言葉を

記録 している。

「国民は一つより多くあるを知 らず

や。汝 らの神にして主なるわれが万人 ，

を造 りしを知 らずや。またわれが海の

島々に住む者のことを忘れざるを知 ら

ずや。またわれが上は天に於 て 支 配

し，下は地に於て支配 し，わが言葉を

世界万国の人々に示すことを知 らざる

か。」

「われが このようにするわけは，わ

れは昨 日も今 目もいつまで も同じ」で

あることを 「多 くの人々に証明せんと

す るためなり。」

「われは東西南北および海の島々に

ある一切の人々に，われがそれ らの人

々に語 る言葉を書き記せ と言 う。そは

われはその書き記さるる諸々の書に従

い，その中に記さるることによりてあ

らゆる人をその為したる行ないに応 じ

て裁判せんとすればなり。」（皿ニーフ

ァ！ｆ２９：７， ９，１１）

古 価なる真珠は，アダムからジョ
同 セ。 ．ス ミスの時代蛭 る一

エス ・キリス トの福音のすべての主要

な神権時代に起源を持つ聖典を載せて

いる。

この聖典は最初，１８５１年に英国で，

十二使徒のフランクリン ・Ｄ ・リチャ

ーズ長老がパンフレットの体裁で発行

している。 リチャーズ長老は， これを

発行する第一の目的は， 「予言者ジョ

セブ ・ス ミスの神聖な使命を信 じる真

実の信者に，高価なる真珠のように貴

重な真理をまとめて提供 し，聖なる信

仰を維持 し，また弁護できるようにす

警

鰍墜 歪繋 潔 講難難１ 難鍵獄ｌ

ｌｌｌ三１欝 欝 灘 灘 １欝鍵

燕慧繋灘 難１難

る」 こ とで あ る と述 べ て い る。

リチ ャー ズ長 老 は さ らに続 け て，「こ

の ジ ョセ ブ ・ス ミス の啓 示 ， 翻 訳 ，物

語 の選 り抜 き の選 集 」 は， 「た だ 暗示

して い るだ け で あ るが， あ るい は全 く

触 れ て い な くて も， 数 多 くの 事 実 を含

ん で お り， 注 意 深 く聖 典 を吟 味 す るす

べ て の人 の 手 に進 ん で身 を委 ね る こ と

で あ ろ う」 と言 って い る。 （１８５１年 版

の序 文 と表 題 の ペ ージ）

第 ２の版 は， １８７８年 に オ ル ソ ン ・プ

ラ ッ トが 同 じ題 で， ほ ん の僅 が編 集 に

変 更 を 加 え て発 行 して い る。 この第 ２

の編 集 は， 後 に 吟味 さ れ． 大 管 長 会 が

られ た啓 示 と教 え を載 せ て い る。

この 神 の 指 示 を集 め 始 め た の は ， １８

３１年 に さか の ぼ る。 この 啓 示 の 一部 は

１８３２年 に ミズ ー リ州 イ ンデ ィペ ンデ ン

スで ， 当時 教 会 の 公 的 な 定 期 刊行 物 で

あ っ た 「イ ブ ニ ン グ ・ア ン ド ・モ ーニ

ン グ ・ス タ ー」 に初 めて 印 刷 され た 。

そ の後 啓 示 を 集 め た ものが ， １８３３年 に

ミズ ー リ州 イ ンデ ィペ ンデ ン スで 「謙

命 の書 」 と題 して ペ ー パ ー バ ツクで 出

版 さ れ た。 そ して特 別 な委 員 会 に よ っ

て選 択 され た， ジ ョセ ブ ・箔 ミス の啓

示 を載 せ た教 義 と聖 約 の初 版 は，・’１８３５

年 に オハ イオ 州 カ ー トラ ン ドで 出版 さ

れ た 。 さ らに後 の 版 に な って ，他 の 啓

示 が 追 加 され た。

は しが き は， １８３１年 １１月 １日， 長 老

た ちの特 別 な大 会 が開 かれ て い る とき

に ， 啓示 に よ って与 え られ た。

そ の 一 部 を掲 げ る と次 の とお りで あ

る。

「聴 け
，汝 らわが 教 会 の人 々 よ 。い と

高 き と こ ろに住 み て， す べ て の人 を 見

ま も・る者 の 声 は 告 ぐ。日 ≦，誠 に わ れ 告

ぐ， 汝 ら民 よ ，遙 か な る所 よ り耳 を傾

け よ。海 の 島 々 に あ る者 よ，共 に聴 け 。

誠 に主 の声 は す べ て の人 々 に及 ぶ も

の な れ ば … … ・

この故 に， 主 の 声 は耳 あ りて 聞か ん

とす るす べ て の人 々 に 聞 か れ ん た め地

の 果 にま で及 ぶ 。

完 全 な るわ が福 音， 弱 き者 フ・イ ５章から

た ち単 純 な る者 た ちに よ りて世 界 の い

や はて ま で も宣 べ られ ， ま た王 と統 治 ㌧

者 と の前 に宣 べ られ ん が た め な り。 」

（教 義 と聖 約 １ ： １， ２， １１， ２３）・・

上 の聖 句 で 教 義 と聖 約 に つ い て 言 わ

れ て い る こと は， 実 にす べ て の 標 準 聖

典 に つ い て も言 え る。 なぜ な ら標 準 聖

典 の 中 に完 全 な福 音 が 載 せ られ て い る

か らで あ る。 「あ な た が た は， 聖 書 の

中 に 永遠 の命 が あ る と思 って調 べ て い

るが ， この聖 書 は ， わ た しに つ い て あ

か しをす る も ので あ る 。」 （ヨハ ネ ５ ：

３９） ’

鵬

４ここ旨Ｌ、〔〔ｈＬ
砥賑しへ題」・

識 濃 毘 音澱 蟹
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，

しば ら くの 間 ソル トレ ー ク市 か らあ

る噂 が 流 れ て きた が ，真 偽 の ほ どを確

か め るの はむ ず か しか っ た。 つ い に

ロヒ ン ク レ ー」とサ イ ン の あ る電 文 で 公

式 の声 明 が 出 され た。 その 声 明 はた だ

ち に イ ス ラエ ル の教 会 員 に伝 わ った 。

「リー大 管 長 が確 か に来 られ る
。予 言 者

が この聖 地 に来 られ る 。」 そ して あ の

日， 私 た ち は空 港 の Ｖ ＩＰ （最 重 要 人

物） ル ー ムで， 観 光 局 ，外務 局，宗 教 局

の代 表者 と共 に予 言 者 を待 ち構 え た。

国 中 か ら集 ま った３０人 足 らず の末 日聖

徒 と共 に ，夫 人 同伴 の ハ ロル ド ・Ｂ ・

リー大 管 長 ， ゴー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ

ー長 老
， ス イ ス伝 道部 長 エ ドウ ィン ・

Ｑ ・キ ャ ノ ン ・ジ ュニ ア長 老 を 迎 え る

こ とは ， ひ か え め に言 って も胸 の高 な

る経 験 だ った 。

り一大 管 長 は短 い旅 行 の 間 に 救 い 主

の足 跡 をた ど って ， 数 力国 を 訪 ね ， 数

々 の大 会 に 出席 して 来 られ た あ とだ っ

た。 大 管 長 とキ ャ ノン姉 妹 が ア テ ネで

の会 合 に招 かれ ， そ の他 の人 た ち は付

添 い と して招 待 され て い た。 （ス イ ス

伝 道 部 が 中東 の各 支 部 を管 理 す る責 任

を持 つ 。）

私 は グル ープ リー ダ ー の デ ビ ッ ド ・

Ｂ ・ガ ル ブ レイ ス を初 め とす る仲 間 た

ち と同 じよ うに 前 に リー大 管長 に お 会

い して いた が ， この た び の旅 行 は そ れ

ジ ョ ン ・Ａ ・ トベ ッ ト ネ ス

４００

ノ！

綴
蜜４

繍 ・・

ゐ

。、糞 榛 繍 ・．

馨 墾 ，
な き

灘 憂 ～
． ’「藁

攣

醸編 際 濠
ガ ヨ だ シ ド

講．響
一 髪

携
聾灯欝無 　 鐘

ハ 　

躍 ！
１織 １

遜
欝 灘

タ
ギ ド ユむ 　督零曝

デ 晦 薫

竃．

糞

綴 灘

．晦 … 蓼

ソ

茸

瓦ッ 癬９ 購 ρ

撃～興 唇 軍「奮

鐸 曙 ．

熱

纏 ド

３ 潟

転
、

’謙 磐謙 翻

．・ ゴ騨 塑 華 羅

縫 礁 ㌘
慶伽 脚 ” 韓

瀦

鐸 隷

１菅

野

翻馨慧

騨 響 ”

も

ハ ロ ル ド・Ｂ ・リー 大 管 長

評

蕊 う

望　
ヘ ワ

鎚 鎌 のザ ∵♂

繰乱癬

欝

壽難 燃

議

ボ

鋤〆

監＼ 磯

緊 ．鍛 纏

艶螺響恥 ・ 磯 望

環 護纏 蝋

㌔、

。、、

♂

メ

♂
鳶

リ ー

大管長

との交 流



と違っていた。なぜなら大管長は主に

油そそがれた者 として来 られたか らで

ある。１８４１年にオル ソン ・ハイ ドが訪

れて以来多 くの教会幹部が聖地を訪ね

末 日の教会指導者の幾人かが私たちと

聖餐を共に した。しかし，教会の頭で

ある主なる救い主がこの世の生涯を過

ごされた地に，この神権時代の大管長

が来るのは，このときが初めてだった。

公式のレセプションや紹介が息つ く

暇 もなく続 く中で，私は， この大騒ぎ

の張本人であるリー長老の示す謙遜な

心に，特に強い印象を受けた。彼は手

を差 し出 しながら飾 り気なく 「こんに

ちは。私は リー兄弟です」と言われた。

「リー兄弟です」とは，簡単であり

なが ら尊厳をも感 じさせる肩書きでは

ないだろうか。彼は大管長という肩書

きを使わずに，自分の最も大切な務め

すなわち神の霊の子，私たち全員の真

実の兄弟 という務めを表わす呼び名を

選ばれた。忙 しいときでも常に礼儀正

しく妻を気づかう姿に，人々への敬意

がいつも示されていた。ある食事の際

に魚が出されたが， リー大管長は席を

立ち，自分の食事がさめるのもかまわ

ずに，妻の魚の骨をていねいに取 って

おられた。

イエスが生活 し教えを施 された場所

を訪ねたとき， リー大管長もヒンクレ

ー長老 もしば しばすわって静かな想に

耽けり， 目に涙をたたえなが ら，自分

を働きに召されたその御方の使命を黙

考 しておられた。 リー大管長は何度か

聖なる場所に殺倒する騒々しい観光客

の行動をたしなめようとされた。

私たちは リー大管長が，堅い信念を

持つと同時に入々の老えに耳を傾けよ

うとする方であることを知 った。ガル

ブ レイ ス兄 弟 が大 管 長 と リー姉 妹 と ヒ

ン ク レー長 老 夫 妻 の車 を運 転 しな が ら

道 中 の興 味 あ る事 物 を い ろ い ろ説 明 し

た が， あ る とき リー姉 妹 が 「あ な た，

これ ま で４０分 も黙 って お い で です ね」

と言 わ れ た 。 す る と大 管長 は 「そ うだ

よ。話 す よ り も聞 い た 方 が た くさん の

ことを 教 え られ るか らね 」 と答 え られ

た。

それ は良 い教 訓 だ っ た。 そ して 大 管

長 は キ リス トの真 の弟 子 と して， それ

を言 葉 で は な く模 範 に よ っ て教 え られ

た の だ った 。彼 は 多 くの形 で私 た ち に

模 範 を 示 され た 。 あ る晩 ， 忙 しい長 い
．！日を 終 え て

， リー大 管 長 は疲 れ の た

め な か な か 眠 れ な か った 。彼 は ヒ ン ク

レー長 老 と キ ャ ノ ン伝 道 部 長 を 呼 ん で

祝 福 を施 して も らい， 十 分 に体 を 休 め

た。 こ こに確 か に， 真 実 あ るが まま の

神 権 ， 日曜 の朝 ま で た だ隠 して お くの

で は な く， 行 使 す る よ うに と神 か ら与

え られ た祝 福 で あ る神 権 を持 っ た人 が

い る。

私 た ち教 会 員 に と って最 も印象 的 だ

った の は， ９月２０日， エ ル サ レ ムの 園

の 墓 で， 管理 の権 能 を持 つ ３人 の兄 弟

た ちを 迎 え て 開 い た集 会 だ った 。主 の

よみ が え りの 聖 所 で話 され た， イ エ ス

を 信 じる彼 らの 強 い証 は ， 私 た ちの 心

に善 を行 なお うと い う堅 い 決 意 を か き

たて た。 それ が 予 言 者 の ひ とつ の 大 切

な責 任 で あ り， 私 た ち はそ の こ とに よ

って もさ らに， ハ ロル ド ・Ｂ ・リーが

そ の肩 書 き に ふ さ わ しい こ とを証 で き

る。

この と きキ ャ ノ ン伝 道 部 長 が支 持 を

と り， 少 数 の聖 徒 た ちで エ ル サ レ ム支

部 が 正 式 に組 織 され た 。 ガ ル ブ レイ ス

兄 弟 が リー大 管 長 に よ．って 支 部 長 に任

命され， ヒンクレー長老が私を第一副

支部長に任命した。私はこれまで教会

にあって神権により数多くの祝福を受

けてきたが，このとき営どみたまに満

たされたことはなかった。主か ら啓示

されなければわかるはずのない言葉が

ヒンクレー長老の口か ら出，続いてそ

の祝福のときに与えられた約束がふた

つ成就 したことは，聖霊が教会指導者

を導いていることの重なる証拠だ。

私は召しの支持がとられるときの指

導者の兄弟たちの様子を知 りたいと思

っていたので， リー大管長の席の方を

見た。教会の大会で会衆のひとりとし

て自分の手を挙げ，主の予言者を支持

したことは何回もある。 しか し予言者

が手を挙げて私を支持するのをこの目

で見るのは初めてだった。それは決 し

て忘れられない経験だ。 この経験が私

の記憶の底に深 く止まり，主か ら求め

られていることを行なうのにためらい

を覚えるようなときには自分の責任を

思い起 こさせて くれるに違いない。

神の選ばれた代弁者 と，その側近 と

の前で過ごした貴重な何時聞かの間に

私の感 じたことは，とても言葉では言

い表わせない。 しか し私は，神の予言

者が訪問されたとき以外私たちと共に

いる聖霊か ら，いくらかで も人々が恵

みを得るように努めなくてはならない

と感 じている。私はこの文を読む人た

ちが皆，ハロル ド・Ｂ ・リー大管長の

持たれる各教会員と全人類への愛と関

心を知るようにと願う。その愛は，神

と人類との仲保者としてふさわ しい愛

であり，神は，仲保者である彼を通 し

て救いと昇栄に至る道を示されるので

ある。
， 「

４０１



教会幹部の話 ： ヂ

ハ ロル ド・Ｂ ・リー大管 長

「彼女が信 じている宗教
，

それが

今 の彼 女を作 りあげたのだ、

離

私は何年か前，ある女性の集まりに

招待されました。それは戦争のために

家を離れている女性が悪い道に落ちな

いようにとの目的で組織されたもので

した。彼女たちはほとんど地方の出身

者でした。私が自分の責任を終えて帰

ろうとしているとき，ひとりの女性が

近寄ってきて少 しの間話を してよいで

しょうかと私に尋ねま した。彼女は財

布をあけて １枚の写真を取 り出しまし

た。それは陸軍の制服を着たハンサム

な青年で，写真の下の方には愛につい

ての言葉が何か書かれ，サインが して

ありました。彼女は写真の裏か ら折 り

たたんだ紙を出しましたが，そうしな

がら目には涙があふれていました。そ

れで私は 「いったい，どういうことな

のですか」 と聞きま した。彼女は答え

ました。 「リー兄弟，私はこの近 くの

駐留：地でこの人に会いま した。彼は立

派な青年で，清潔な良い習慣を持 った

人です。いつも私に礼儀正 しく紳士的

に接 して くれます。彼 とデー トをする

ときは安心 していられます。でもたっ

たひとつ困 るごとがありました。彼は

教会員ではなかったのです。 しば らく

して私は彼か ら結婚を申し込まれまし

た。私は返事を しま した。『ジャック，

私はあなたを愛 しています。でも私た

ちにはもっとほかに考えな くてはな ら

ないことがあるわ。私たちにとって結

婚というのはこの入生だけのものでは

ないの。それがもし純粋な愛ならば，

いつも続いて，私たちは永遠の夫と妻

になるはずだと思うわ』と。
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ほかのだれかと結婚 したらいいんだ

最初は議論でしたが，彼は次第に感

情的になり， しまいにはとうとう怒 り

を爆発させてしまいました。やがて彼

に海外戦闘地勤務命令が来ました。 こ

のとき彼は婚約の問題で悩んでいたの

で，私ははっきり言いました。 「私は

主の宮居で結婚できる人とでなければ

だれとも結婚できな．いわ。」彼 は怒 って

言いま した。 「いいよ，もし君がぼ く

よりも教会や宗教のことを大切に考え

ているなら，ぼくじゃないほかのだれ

か教 会 の人 と結婚 したらいいんだ』

と。ゴ

彼女は眠れずに泣き明か したか；』．泣

きなが ら寝て．しまったかどちらかだろ

うと思います。そのどちらであるかは

知 りません。彼は３週間 して，太平洋

諸島で激 しさを加えている戦闘の，，部

隊集合地となるオース トラリアに赴任

しました。その．旅の途中で，彼はヂ 自

分の生活の理想であるやさ：しく愛 らし

１い彼女が言うたことをよく考えてみま

した 。彼 女 は 自分 の恋 人 ・妻 ・子 供 た

ちの母 に こ うあ って欲 しい と思 う もの

をす べ て備 え て い ま した。 その とき彼

は こ う考 え始 め ま した６ 「自分 は厳 じ

す ぎ た の で は な いだ ろ うか 。 彼 女 が あ

の よ うな女 性 なの は， き っ と信 じて い

る宗 教 の せ い なの だ 。」

胃彼 はそ う考 え て
，・オ ース トラ リアに

着 くとそ こ にい る末 日聖 徒 の 男性 と末

日聖徒 の 従 軍 牧 師 を捜 しま し た。．彼 は

集 会 に出席 し始 め い ろ い ろ と質 問 す る

１よ、うに な り， や が て彼 女 の誕 生 日に バ

プテ ス マを 受け ま．した。 そ して 自分 の

バ プ テス マ証 睨書 と写 真 を，『誕 生 月の

プ レぜ ン トと して彼 女 に贈 りま した。

１そ れ に添 え た手 紙 の中 で 彼 は こ う言 っ

て い ま した。 『「私 は末 日聖 徒 と．して い

っ し ょう けん め い に ’生 活 し よ う と 思

う。 家 に帰 う．た １ら長 老 に聖任 さ．れ るよ

＝う一にρ そ して君 を 主 の 家 に 連 れ て 行

き，君 が長 い 間願 って い た永 遠 の結 婚

が で き るよ うに ６」．

４０２



何 年 か 前 ， 私 が ス テ ー キ部 長 と して

召 され て い た とき， 高 等評 議 員 会 と ス

テ ー キ部 長 会 に提 訴 しな くて は な らな

い非 常 に悲 しい事 件 が 起 き，結 局 ， 愛

ら しい娘 さん を 傷 つ けた 男 性 が 破 門 さ

れ た ことが あ りま した 。 そ の訴 訟 に つ

いて 夜 通 し評 議 員 会 が 開 か れ， 翌 朝 私

が か な り疲 れ て 事 務 所 に行 くと， 前 日

の 晩 審 理 にか け られ た 男性 の兄 弟 だ と

い う人 が 待 って い ま した。 そ の人 は言

い ま した 。 「私 の 弟 は， とが め だて を

受 け て い る こ とに つ い て， 罪 を犯 して

は い な い と琶 い た い の です 。」

「彼 が無 罪 だ とい う こ とは
， ど う し

て お わ か りで すか 。」 私 は尋 ね ま した 。

「祈 った か らです
。 主 は弟 が 潔 白 だ

と私 に教 え て下 さ い ま した 。」そ の人 は

答 え ま した。

そ の人 を事 務 所 に通 して ， 椅 子 に腰

か け ま した。 私 は聞 き ま した。 「少 し

立 ち入 っ た こ とを お うか が い して も よ

ろ しいで す か 。」 彼 は 「え え，ど うぞ 」

と答 え ま した。

「お年 は お幾 つ で す か
。」

「４７歳 で す
。」

「神 権 の職 は ？」 彼 は
，教 師 だ と思

うと言 い ま した 。 「知 恵 の言 葉 は 守 っ

て い らっ しゃい ま す か 。」 「あ の ， 守 っ

て い ませ ん 。」 彼 が タバ コを 吸 って い

る こ とは 明 らか で した 。

「什 分 の 一 は納 め て い ら
っ し ゃい ま

す か 。」

彼 は 「い い え 」 と言 い ま した。 そ し

て あ の 憎 ら しい 男 が ワ ー ド部 の監 督 を

して い る う ちは 払 う気 が な い と言 い ま

した 。

私 は ， 「神権 会 に 出席 して い ら っ し

ゃい ま す か 」 と尋 ね ま した。

彼 は 「い い え ， ス テ ーキ部 長 」 と言

い ま した 。 あ の 男 が監 督 を して い る 間

は 行 くつ も りが な い とい うの で した。

「で は
，聖 餐 会 に も出席 して お られ ま

せ ん ね ？」 馬

「は い
， そ うです 。」

「家 族 の祈 りは して い らっ しゃい ま

す か 。」

「い い え
。」

「聖 典 の勉 強 は して い ら
っ し ゃい ま

す か 。」 彼 は， 目が 悪 い の で た い し て

読 め な い と言 い ま した。

そ れか ら私 は彼 に言 い ま した。 「私

の家 に は ラジ オ とい うす ば ら しい器 機

が あ ります 。 す べ て が 調 子 よ く動 けば

特 定 の局 に ダ イ アル を 合 わ せ て ， ア メ

リカ大 陸 全 土 や 時 に は地 球 の裏 側 か ら

も， ま るで 正 面 の 部 屋 にい るか の よ う

に歌 手 や 話 し手 の 声 を 捕 らえ る こ とが

で き ます 。 しか し長 時 間 使 って い る と

真 空 管 とい う小 さい鋭 敏 な電 気 装置 が

消 耗 し始 め ま す 。 幾 つ か あ る う ちの ひ

とつ が 古 くな って 駄 目 にな る と， 一 種

の 空 電 を起 こ しま す が， ま だ表 立 って

は現 わ れ ま せ ん。 と こ ろが も うひ とつ

古 くな って い るの を気 に とめ な い で い

る と， だ れ が 一着 に な った か を 聞 き分

けよ う とす る とき に声 がふ っ と小 さ く

な った り しま す。 次 に それ を修 理 しな

い で い て ま た 別 の が駄 目に な る と， ラ

ジオ は前 と全 く同 じ状 態 で そ こに あ り

な が ら， 内部 に故 障 が起 き て聞 こえ な

くな りま す。 歌 も聞 け な け れ ば話 も聞

け ま せ ん 。」

「さて」 と私 は続 け ま した
。 「あ な

た も私 も， 心 の中 に真 空 管 に相 当す る

もの を持 って い ます 。 「聖 餐 会 に行 く

』真 空 管 や 「知 恵 の言 葉 を 守 る』 真 空

管や 『什分の一を納める」真空管，「家

族の祈 りをする』真空管， 「聖典を読

む」真空管 というようなものがあって，

その中で最 も大切な，心全体の主力真

空管ともいうべきものが 「自分を道徳

的に清 く保つ」真空管です。 もしその

うちのひとつが，使用 しないために駄

目になったり動かなかったりしたら，

すなわち私たちが神の戒めを守 らなか

ったなら，家にあるラジオの真空管が

駄 目になって，聞こえるはずの遠 くの

声が聞こえな くなると同 じことが，私

たちの霊にも起こるのです。」

そして私は言いま した。 「ところで

ステーキ部の正 しい生活をしている立

派な神権者が！５人で，昨晩祈 りました。

彼 らは証言を聞き，全員一致であなた

の御兄弟は有罪であると言いました。

そこで，そのようなことを何 もしてお

られないあなたが，祈 って正反対の答

えを得たとおっしゃいます。それはど

うしてなのか聞かせて下さい。」

するとその男性は，私にはそのもの

ずばりと思われる答えを言いました。

「では リーステーキ部長，私は間違っ

た所から答えを得ていたに違いありま

せん。」それが私たちの持つ偉大な真理

であることは御存知でしょう。私たち

は自分の従 う権力者 か ら答 えを得 ま

す。 もし悪魔の戒めに従 うなら悪魔か

ら答えを得，神の戒めを守 るなら天父

か ら答えを受けて導かれます。

４０３



へｉ

質疑 応答

「教会の責任を受けないことが正しいとされた場

合がありましたか。」

私たちは教会の責任を受けたいと望むのでもなければ，ど

の責任がよいか選ぶのでもありません。権能を持つ人々の霊

感によって召されるのです。与えられた責任が自分にふさわ

しくないと考えることは珍 らしいことではありません。 もち

ろん自分自身の力にたよるのであれば，ふさわしくはないで

しょう。責任を与えられている人はすべて各自の責任を効果

４０４

、

的 に 行 な え る よ う，主 のみ た ま を よ く受 け る こ とが 大 切 で す 。

神 権 役 員 か ら召 しが あ って ， ど うす る か を考 え る とき， 私

た ち は リーハ イが ニ ー フ ァイ に ， か た くな な兄 弟 た ち とエ ル

サ レム に戻 って 真 ち ゅう版 を 持 って くる よ うに と言 った とき

の ニ ー フ ァイ の言 葉 を 思 い 出 さな け れ ば な りま せ ん 。 明 らか

に困 難 な 申 し出 に もか か わ らず ， ニ ー フ ァイ は主 へ の信 仰 を

示 し， この よ うに言 い ま した。 「私 は主 が 命 じた も う こ とを

行 っ て行 う。 私 は， 主 が 命 じた も う こと に は， 人 が そ れ を 為

し とげ る た め に前 以 て あ る方 法 が 備 えて あ り， そ れ で な くて

は， 主 は何 の命 令 も人 に下 した まわ な い ことを 承 知 して い る

か らで あ る 。」 （１ニ ー フ ァイ ３ ：７）

２， ３年 前 ， 私 は ニ ュー ヨー クで 同 じよ うな信 仰 を 目の 当

た りに見 ま した。 仕 事 で ニ ュー ヨー一クに い た私 は， 断 食 日曜

日に や っ との こ とで マ ンハ ッタ ンワ ー ド部 に た ど りつ き ま し

た。 初 め て訪 れ た ワー ド部 で したが ， 会 員 た ち に先 だ って 証

した若 い監 督 の証 は は っき り と覚 え て い ます 。 彼 は コ ロン ビ

ア大 学 の 学生 で， 博 士 課 程 を ふ ん で い ま した。 ま た妻 や子 供

た ちを 養 うた め に 仕 事 も持 って い ま した。 彼 は訴 え る よ うな

口調 で ， 監 督 の職 を 少 な くと も学位 を得 るま で取 り去 らな い

よ うに常 に祈 って い る と語 って い ま した 。 ま た祝 福 さ れ て，

成 績 もク ラス の上 位 だ と い うこ とで した 。 この若 い監 督 は，

ニ ー フ ァイの よ うに， も し主 に仕 え て い るな ら， どの よ うな

困 難 に遭 って も， 主 は それ に立 ち向 か え る力 を 与 え て くだ さ

る こ とを知 っ て い た の です 。

この教 会 は イ エ ス ・キ リス トの教 会 で す 。 イエ ス御 自身 が

教 会 の頭 な の です 。 責 任 あ る者 は皆 ， ひ とつ の 目的 の ため に

召 され て い ま す。 そ れ はす な わ ち， 主 の御 業 と栄 光 を もた ら

す た め に主 に仕 え る とい う こ とです 。 これ に つ いて 主 は次 の

よ う に言 わ れ ま した。 「… …人 に不 死 不 滅 と永 遠 の生 命 と を

もた らす な り 。」 （モ ーセ １ ：３９） これ以 上 に偉 大 な機 会 と祝

福 が あ るで し ょうか 。 これ が， 神 権 を通 して与 え られ る召 し

はす べ て 受 け る よ う に と教 え られ て い る理 由 な の です 。

まれ に， 個 人 的 な問 題 を 知 らず に 召 しを与 え る場 合 が あ り

ます が， そ の よ うな と きで も， そ の 問題 に つ い て 召 す人 に説

明す べ き です 。 召 す 人 が ， そ の 問 題 につ い て す べ て知 り， そ

れ で もな お私 た ち に そ の責 任 に おい て働 くよ うにま め るな ら

ば， そ の要 求 に応 じる のが 私 た ちの 義 務 だ と思 い ま す 。



作 ： ビ ビ ア ン ・バ ー ソ ロ ミ ュ ー

絵 ：バ ー ジ ニ ア ・サ ー ジ ェ ン ト

「あな た は どん な タ レ ン トを 出 す つ

ふ じん

も り なの 」 と スペ ンサ ー夫人 が き きま

した 。

「わ た し
， ひ とつ も タ レ ン トが な い

の 」 とル ー シ ーは答 え ま した。

「だ れ で も タ レ ン トは あ るわ
」 とス

ペ ンサ ー夫 人 が言 い ま した。

「わ た しに か くれ て い る よ うな タ レ

ン トな ん て な に もな い わ」 とル ー シ ー

は は っき り言 い ま した。

「で もア レン の歌 や マ リ リーの ピ ァ
えんそ う

ノ演 奏 を おば さん に も聞 か せ た いわ 。

店 へ 向 か つて 急 いで い る と ち ゅ う，
げんかん

ル ー シ ー は玄 関 に い る モ ー トン さん に

会 い ま した 。

「こん に ちは
， モー トン さん」 とル

ー シ ーは 声 を か け ま した
。

モ ー トンさ ん は ゆ りいす を止 め て，

に っ こ り しな が らあ い さ つ しま した。

「こん に ち は
， ル ー シ ー 。」

「も う石 は みが か な いの 」 ．とル ー シ

ーが 聞 き ま した
。

「け さ
， 今 まで 見 た こ と もな い よ う

な きれ い な トル コ石 を み が い た ば か り

なん だ 」 と モ ー トン さん は顔 を か が や

か せ な が ら言 い ま した 。

「ス ペ ンサ ー さん に た の ま れ た糸 を

買 って きて か ら石 を 見 に来 るわ」 とル

ー シ ーは モ ー トン さん に や くそ く しま

「お か あ さん ／」 ル ー シー は本 を置

き な が ら息 を切 らして言 い ま した 。「来

週 ， 学 校 で タ レ ン トシ ヨー が あ る の

よ 。 エ レ ンに知 らせ な き ゃ 。」

「エ レ ン もよ ろ こぶ で し ょ うよ」 と

お母 さ んが 言 い ま した。

エ レ ンの家 に行 く とち ゅ う， ル ー シ
ふ じん

一 は ス ペ ン サ ー夫 人 の家 に よ って あい

さ つ を して い く こと に しま した。

「ま あ
， よ くきて くれ た わ ね 」 とス
ふ じん

ペ ンサ ー夫 人 が 言 い ま した 。

「な にか お手 伝 い す る こ とあ りま す

か 」 とル ー シ ーは 年 を と った ス ペ ンサ
ふ じん

一夫人にたず㎡ま した。
「お店で糸を買ってきてもらえるか

し ら。 エプ ロ ンの ポ ケ ッ トを ぬ って い

た ら，糸 が た りな くな って しま った の 」
ふ じん

と スペ ンサ ー夫 人 が 言 い ま した。

「どん な エ プ ロ ンか見 せ て いた だ け

ま せ ん か」とル ー シー は た の み ま した 。
ふ じん

ス ペ ンサ ー夫 人 は エ プ ロ ンを持 って

き ま した。

「ま あ
， きれ い」 ル ー シ ー はそ う言

っ て ひ らひ ら した ひだ で ふ ち ど り した

ポ ケ ッ トの あ る， きれ い な オ ーガ ンジ

ー の エ プ ロ ンを ほめ ま した
。 「来 週学

校 で タ レン トシ ョーが あ るの よ。 も し

お とな の た め の シ ョーだ った ら， お ば

さん もそ の す て きな エ プ ロ ンを 出 す こ

とが で き るの に 。」



鷹～ ピ
醜 瓠１＝１こ１蝶 曳

「そ の た め に来 た の よ
」 とル ー シ ー

は答 え ま した。 そ して ル ー シ ー は車 い

す をベ ッ ドの そば に お して 行 き， エ レ

ンの お母 さん が エ レンを そ こに す わ ら

せ る間 ， 赤 ち ゃん を だ いて いて あ げ ま

した 。

「ア ヒル に あげ るパ ンが い るで し ょ

う。」エ レンの お母 さん は そ う言 って パ

ンを ひ とふ くろわ た しま した。

公 園 に 向 か って車 い す を お しなが ら

ル ー シ ーは エ レ ンに言 い ま した。 「来

週 ， 学 校 で， タ レ ン トシ ョーが あ る の

よ 。」

「あ な た は何 を す るつ も り ？」 と エ

した。

「わ た しに何 か お 手 伝 いで き る こ と

あ りま せ ん か 」 とル ー シ ーは た ず ね ま

した 。

「手 紙 を 出 して も らえ れ ば うれ しい

ん だ が 」 と モ ー トン さん が 言 い ま し

た 。

「と ち ゅ うで 出 して あ げ るわ
。」そ う

言 って ル ー シー は モ ー トンさ ん の た の

み を き い て あ げ ま した。
ふ じん

手 紙 を 出 して スペ ンサ ー夫 人 の 糸 を

買 ってか ら， ル ー シ ー は モ ー トン さん

の と ころ に よ っ てみ が か れ た ばか りの

石 を見 ま した。

「うわ 一
，き れ い 。」 ル ー シ ーは 思 わ

ず 息 を の み ま した 。

「モ ー トン さん は， 世界 中 で一 番 き

れ い な石 を み が い て い るの ね 。」

モ ー トン さん の 目は か が や き ま し

た 。

「ル ー シ ー
， き み に ほ め られ る と一

番 うれ しい よ 。」

「来 週
， 学 校 で タ レン トシ ョーが あ

る の よ」 とル ー シ ー は モ ー トン さん に

話 しま した。 「も しお と な もで られ る

の な ら， モ ー トン さん はそ の石 を 出 せ

る の に 。」

「も ち ろん きみ に も タ レ ン トが あ る

ん だ ろ う。 ル ー シ ー」 と モ ー トン さん

が 聞 きま した 。

ル ー シ ーは わ らって答 え ま した 「わ

た し， タ レン トなん て何 も ない の よ 。」

「だ れ にで もタ レン トは あ
．る さ」 と

モ ー トン さん が 言 い ま した 。

「わ た しにか くれ て い るよ うな タ レ

ン ト．な ん て な に もな い の よ」 とル ー シ

ーは は っ き り言 い ま した
。 「モ ー トン

さん も， そ の シ ョ ーで ク レイ グの ロー
て じな

プの手 品 を 見 た りケ ンの ドラ ムを 聞 い

た らい い わ 。」

ル ー シー は モ ー トンさ ん に さ よ うな

らを言 う とエ レ ンの家 へ 急 ぎ ま した 。
げんかん

エ レ ンの お母 さん が 玄 関 に出 て 来 ま

した。

「エ レン に お会 い で き ます か 」 とル

ー シ ーが た ず ね ま した
。

エ レ ンの お母 さん は 「え え， も ちろ

ん よ」 とほ ほえ み な が ら言 い ま した。

「エ レンを 公 園 に連 れ て行 って もい

い で す か 」 とル ー シ ーが 聞 くと， 「え

え ， エ レン も喜 ぶ わ」 とお母 さ ん が答

え ま した。 「き ょうは赤 ち ゃ んが ず っ

と気 げ んが わ る か っ た の で エ レ ンを散

歩 に 出 して あ げ られ なか った の。 エ レ

ンは 自分 の へ や に い るわ 。」

「こん に ち は
」 とル ー シ ー はベ ッ ド

に ねて い る エ レ ン に あ い さ つ しま し

た 。 「公 園 に い っ し ょに ア ヒル を 見 に

行 か な い ？コ

エ レンの 目 はか が や きま した 。 「つ

れ て って くれ る ？」 とエ レ ンが 言 い ま

した 。

懲

ヤ ．

レ ンが た ず ね ま した。

ル ー シ ー は わ らい なが ら 「わ た し，

タ レ ン トな ん て何 もな い わ」 と言 い ま

した。

「だれ に で も何 か と くいな もの が あ

る はず よ」 と エ レン はま じめ に言 い ま

した。

「た とえ ひ とつ ぐ らい あ った と して

も， そ れ を のば す 時 間 が な い わ 」 とル

ー シ ー はは っ き り答 え ま した
。 「あ な

た も これ る とい い わ ね。 ジ ェナ の バ レ
ろうどく

一や ロ ジ ャ ーの詩 の朗 読 が あ るの よ 。」

「え え， ぜ ひ行 きた い わ」 とエ レ ン

が 言 い ま した。

ふ た りで ア ヒル に え さ を や り， エ レ

ンがぶ じに家 に帰 って か らル ー シ ーが

言 い ま した。 「じゃ， あす の 放 課 後 の

タ レ ン トシ ョー で会 い ま し ょ うね 。 こ

の つ ぎ来 る と き は ア ヒル にや るパ ンを

わす れ ず に持 って 来 るわ 。」

つ ぎの 日， ル ー シ ーは デ ィ ック ス先

生 が 黒 板 を ふ くの を 手伝 った の で， タ
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レ ン トシ ョー が開 かれ て い る体 育 館 に

少 しお くれて 入 っ て行 き ま した。 ル ー

．．シ ー は一 番 う しろ の ジ
ェ イ ニ ー ・ア ン

ダ ー ソ ン の と な りの席 にす わ りま した。

とて もす ば ら しい タ レン トシ ョーで
ろうどく

した。 ロジ ャ ーの お も しろい 詩 の 朗 読

や マ リ リーの じ ょ うず な ピ ア ノ演 奏 ，
て じな

そ して ク レイ グの ロ ー プ手 品 は テ レビ

で 見 るの と同 じ く らい じ ょ う ず で し

た 。 ジ ェ ナの バ レーは とて もき れ い だ

った の で ， ル ー シ ーは 自分 もお ど りた

い と思 った ほ どで した 。

ケ ンの ドラ ムは か み な りの よ うに体

育 館 中 に と どろ き わ た りま した。 ま た

ア レ ンの歌 は とて も じ ょ うず だ っ た の

で ， み ん な ア ン コー ル を しま した。 こ

の ア ン コー ル で タ レ ン トシ ョー の 出 し

物 の部 は終 わ ろ う と して い ま した。

す る とバ ーゲ ス校 長 が ス テ ー ジ に あ

が り， 手 を あ げ て み ん な の は く手 を静

め ま した。

ル ー シ ー は， 校 長 先 生 が カ フ ニ テ リ
じゆつ

ア に美 術 工 芸 品 が て ん じされ ， そ こで

おか しや ジ ュ ー スが 出 され る とい う こ

とを 発 表 す るの を 待 って い ま した ， で

も そ うで は あ りま せ ん で した 。 バ ーゲ

ス校 長 はみ ん な が静 か に な る とつ ぎの

よ うに話 しま した。 「今 ま で み ん な が

≒：らな か った タ レ ン トを し ょ うか い し

た 、．と悪 い ま す 。」

み ん な は耳 をす ま しま した。

「ル ー シ ー ・エ バ ー ト
， 前 に 出て き

て 下 さ い」 と校 長 先 生 が 言 い ま した 。

ル ー シ ー は 目を ま る く しま した。

ジ ェ イ ニ ー はル ー シ ーを つ つ いて 言

い ま した 。 「さ あ行 くの よ， ル ー シ ー

あな たの こ と よ 。」

「な に か の ま ちが い だ わ 。」ル ー シ ー

はふ るえ る足 で前 に 出 て行 きな が ら自

分 に言 い きか せ ま した 。

ル ー シ ーが そ ば に立 つ と， バ ーゲ ス

校長 はつ づ け て言 い ま した 。 「わ た し

た ちは これ ま で友 情 とい う タ レ ン トを

見 す ご しに して きま した。 この タ レ ン

トが 広 ま るに は， み ん な で 実行 しな く

て は な りませ ん。 き ょうは友 情 や人 助

け とい うル ー シー のす ば ら しい タ レ ン
しよう

トの証 人 と して， ル ー シー の友 だ ちが

何 人 か み え て い ま す 。」

前 の列 に い た モ ー トンさ ん， ス ペ ン
ふじん

サ ー夫 人 ， そ して エ レ ンの お母 さ んが

エ レ ンの車 いす を お して ， 前 に出 ま し

た。

体 育 館 い っ ぱ い に は く手 が わ き あが
かん しや

りま した。 ル ー シ ー の心 は感 謝 で い っ
ふ

ぱ い で し た 。 ル ー シ ー は ス ペ ン サ ー 夫
じん

人 に だ きつ いて い き ま した。

「お じさん はわ た しの す ば ら しい お

友 だ ち よ」 とル ー シ ーは モ ー トン さん

の と こ ろに 行 って さ さや きま した 。

それ か ら しあ わ せ そ うな エ レンの 手

を と って 言 い ま した 。 「友 だ ちを持 つ

こ とが タ レン トだ な ん て思 って もみ な

か った わ 。」

「特 別 な タ レ ン トよ 」 とエ レ ンが さ

さや きま した 。

「わ た し
， み ん な が だ い す きよ 。」ル

ー シー は 自分 の友 だ ちの方 を見 て楽 し

そ うに ほ ほ え み な が ら言 い ま した 。「わ

た し， 自分 の タ レ ン トを ほ か の何 に も
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神の人

工 リ ヤ

イスラエルの王， アハ ブはい ま しめに したが

わないわ るい王 さまで した。そ こで主 は，アハ

ブをい さめ るために よげん しゃエ リヤをつかわ

しま した。エ リヤ はアハ ブに 「イスラエルの神

主 は生 きてお られ ます。わた しの ことば のない

うちは雨がふ らな いで しょう」 と言 いま した。

これ を聞 いて王 はお こりま した。す る と，主

はエ リヤに東 の方へ行 って川 のほ とりにか くれ

て いな さい とお っしゃいま した。主 は言われ ま

した 「その川 の水を のみな さい。わた しはカラ

スにめい じて， あなた にたべ ものを もって行か

せ よ う。」

エ リヤは主 に した がいま した。朝 にな る とカ

ラスがパ ンとに くを は こんで きま した。夕 がた

にな ると， また カラスがパ ンとに くを は こんで

きま した。 そ してエ リヤは水 をのみま した。

国中に ききんがや って きま した。雨 もふ らな

ければ，つ ゆ もお りませ ん。 エ リヤが水 をのん

でいた川 も， だんだん水 が少 な くな り， とうと

うかれて しまいま した。

主 はエ リヤにちか くの町 にある， や もめの家

に行 って，食 物を もらいなさい と言われ ま した 。

エ リヤが町 の門 にや って来 ると， ひ とりのやも

めがた きぎをひろ っていま した。 エ リヤはその

や もめに，水 とパ ンを少 しください とた のみま

した。 す るとや もあは， 「わた しの家 には， か

めにひ とにぎ りの こな と， びんに少 しあぶ らが

あ るだけです。 わた しは， わた しとむす このさ

い この食事 を作 るためにた きぎをあつ めて いる

のです」 とこたえま した。

エ リヤは言 いま した。 「まず，わた しのた め

に小 さいパ ンをひ とつ作 って もって きて くだ さ

い。 その次 にあなた とあなたのむす この食物 を

作 りな さい。主 は地面 に雨 をふ らせ る 日まで，

かめの こな もびんのあぶ らもな くな らない とや

くそ くしてお られます。

や もめはエ リヤの言 うとお りに しま した。主

の ことばの とお り，かめの こな もびんのあぶ ら

もな くな らず，や もめの家族 は何 日も食事 をす

る ことがで きま した。

しか し，少 したつ とや もめのむす こが病気 に

な り，死 んで しまい ま した。や もめは とて もか

な しみ ま した。

エ リヤ はや もめに言い ま した。 「あなたのむ

す こを よ こしな さい 。」 そ してエ リヤはや もめ

のむす こを うでにだ き， ２かいの 自分のへやに

行 き， と こにねかせて，主 を よんで言 い ま した 。

「わた しの神，主 よ， この子供のれいを もとに

かえ して くだ さい。」

主 はエ リヤのいの りを聞 き， 子供 は生 きかえ

りま した。 エ リヤ は子供をつれて下 へお り 「ご

らんな さい。 あなたのむす ごは生 きかえ りま し

た」 と言 って母おやにかえ しま した。

や もめはよろ こんでエ リヤに言い ま した。

「あなた はほ んとうに神の人です。あなたの口

か ら出る主 のみ ことばは しん じつです 。」

絵 ： ジ ェ リ ー ・ハ ー ス ト ン

きりぬきえのせつめい

４り９ペー ジ と４１１ペー ジ に あ る え をて いね い に き りぬ き ， フ ラ ンネル ボー ドには れ る よ うに， う らに

フ ラ ン ネル を は ります 。 そ して ， き りぬ き を フ ラ ンネ ル ボー ドに は りな が ら， お はな しを します 。
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し 一 の

お な じ う さ ぎ は ど れ か な ？

ウオル ト・トラック

おな じう さ ぎ にい ろを ぬ りま し ょう。
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ぽ う し さ が し

あ りは， ど の み ち を い っ た ら， ぼ う しを みつ け ら

れ るで し ょ う ？
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ひ つ じ か しい 少≒ケ
「ひ つ じが ６ぴ き

， ど こか に か くれ て しま った の 。」 「つ え もな い わ 。」

さあ ， み ん な で さが して あ げ ま し ょ う。
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神 権 者 に 与 え る 勧 告

神 権 の 権 能 の 活 用

何 年 か前 ， 私 は神 権 の偉 大 さ につ い

て， ひ とつ の教 訓 を学 んだ 。 そ れ は，

忘 れ も しな い１９３５年 ４月２０日， 大管 長

会 の呼 び 出 しを 受 けて ， 大 管長 会 の オ

フ ィスを 訪 れ た 日の こ とで あ った 。私

は， その と き， ソル トレー ク市 理 事 で

あ り， ま た ス テ ーキ部 長 で もあ った。

当 時， 教 会 は福 祉 の 問題 と取 り組 ん

で い た 。 政府 の雇 用 事 業 に は見 るべ き

もの もな く， 教 会 の財 政 も窮 迫 して い

た。 教 会 の財 政 に関 す るか ぎ り， あ ま

り頼 りに な る もの は な い，と言 わ れ た 。

この ソル トレー ク市 だ けで も， 部 分 的

にせ よ全 面 的 にせ よ， 他 人 に頼 って 生

活 して い る人 々 は， ７，３００人 の うち，

４，８００人 に も及 ん で い た 。 もは や ， な

す べ き こ とは ひ とつ しか 残 され て い な

か っ た。 それ は啓 示 に示 され た 主 の御

計 画 を適 用 す る こ とで あ った 。

大 管 長 会 が 私 た ちの さ さや か な経 験

を 知 り， あ る朝電 話 を か け て， 私 に 大

管 長 会 の オ フ ィス に来 て ほ しい と言 っ

て きた の は，私 た ちの 小 さ な 努 力 の結

果 で あ った 。 土曜 の朝 の こ とで あ り，

オ フ ィス の予 定 表 に は， 訪 問者 の予 定

は な か った 。 そ の朝 ， 私 た ち は何 時 間

に もわ た って話 し合 い， 大 管 長 会 の方

々 は， 私 に市 理 事 を辞 職 す る よ う要 請

した 。 ま た， 私 を ス テ ー キ部 長 の職 か

ら解 任 し， 政 府 か ら直 接 救 済 を 受 け よ

う とす る風 潮 を変 え る た め福 祉 活 動 を

指 揮 し， 教 会 が 自 らそ の貧 困 者 の面 倒

をみ る こ とが で き る よ うに， 私 の 助 け

を借 りた い と願 ひ・出 た。

そ の朝 の 話 合 い の 後 ， 私 は 自動 車 に

大 管 長 ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー

揺 られ て （ち ょ うど ス プ リン グが こわ

れ て い た）， シ テ ィー ・ク リ ー ク ・キ

ャニ オ ンの頂 の， 当時 ロ ー タ リー ・パ

ー ク と呼 ば れ て い た と こ ろ に登
った 。

そ して ， そ こで 私 は， た った ひ と り に

な って 私 の生 涯 で最 も謙遜 な祈 りの ひ

とつ と も言 え る祈 りを さ さげ た 。

この と き私 は ， ３０代 半 ば ，言 わ ば弱

輩 の 身 で あ った。 そ れ ま で の経 験 も豊

富 とは言 え な か った 。 アイ ダ ホ の小 さ

な 田 舎 町 で生 ま れ た私 は， ユ タ とア イ

ダ ホ の州 境 を越 え て 出 た こ と も， ほ と

ん どな か った 。 そ れ な の に， この とき

私 の双 肩 にか け られ た責 任 は， 世 界 中

のす べ て の教 会 員 に ま で及 ぶ もめで あ

り， 想 像 す る だ け で も二 の 足 を 踏 み た

くな る よ うな思 い で あ った 。 私 の限 ら

れ た知 識 で， 一 体 ど の よ うにす れ ば よ

い の だ ろ うか 。

私 はひ ざま ず い て ， 次 の よ う に熱 心

に祈 った 。 「大 管長 会 か ら与 え られ た

責任を果たすために，どのような種類

の組織を作ったらよいで しょうか。」そ

して，私はこの美 しい朝，神権の権能

の重大さを認識する機会を得たのであ

る。何か次のような言葉が私の耳 もと

でささやかれたように感 じた。 「教会

員の必要を満たすために，何 ら新 しい

組織は必要 としない。ただ神権の機能

を完全に働かせ るだけでよい。他には

何 もこれに代わるものは必 要 と しな

い。」

これを充分に認識 し，単に神権の権

能を活用するだけで，以来，福祉計画

は急速な勢いで大きな発展を遂げ，一

見不可能と思える障害を も乗 り越え，

今や神権の権能の記念碑として雄々し

くそびえ立っている。あの頃，私は今

日の隆盛の一端をかい間見ただけだっ

たのである。

では，こうした神権の権能を充分理

解 した上で，今宵，私は思いつくまま

に，その他の事柄を２， ３述べたいと

思う。

あなた方に考えていただきたい聖句

がふたつある。時の絶頂における救い

主の訪れのあとの時代同様， このふた

つの聖句は，使徒時代以降の今日にお

いても充分あてはまるものである。使 ．

徒行伝の中で，使徒パウロは，イスラ

エルの長老たちに次のように注憲を与

えている。パウロはこう語 った。’
「どうか

，あなたがた自身に気をつけ，

また，すべての群れに気を くばってい

ただきたい。聖霊は，……神の教会を牧

させるために，あなたがたをその群れ
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ｒ

「教桧 員 の 必 要 を 満 た す た め に， 何 ら新 しい 組 織 は 必 要

と し な い。 た だ 神 権 の 機 能 を 完 全 に 働 か せ る だ け で よ い。

他 に は何 も これ に 代 わ る も の は 必 要 と しな い。」

６監 督 者 に お立 て に な った の で あ る。

わ た しが 去 った後 ， 狂 暴 な お おか み

が ， あ な た が た の中 に は い り込 ん で き

て， 容 赦 な く群 れ を荒 らす よ うに な る

こ とを， わ た しは知 って い る。

ま た， あ な た が だ 自身 の中 か ら も，

い ろい ろ曲 った こ とを言 って， 弟 子 た

ちを 自分 の方 に， ひ っぱ り込 も う とす

る者 らが起 るで あ ろ う。」 （使 徒 ２０：２８

－ ３０）

そ して， 使徒 パ ウ ロは ガ ラ テヤ人 に

も次 の よ う に書 き送 った 。

「あ な た が た が こん な に も早 く， あ

な た が た を キ リス トの恵 み の 内 へ お招

き にな った か た か ら離 れ て１ 違 った福

音 に落 ちて い くこ とが ， わ た しに は不

思 議 で な らな い 。

それ は福 音 とい うべ き もの で は な く

た だ ， あ る種 の 人 々 が あ な た が た を か

き乱 し， キ リス トの 福 音 を 曲 げ よ う と

して い るだ けの こ とで あ る。

しか し， た とい わ た した ちで あ ろ う

と， 天 か らの 御 使 で あ ち う と， わ た し

た ちが 宣 べ 伝 え た福 音 に反 す る こ とを

あな た’が た に宣 べ伝 え るな ら，・そ の 人

は の ろ’わ るべ きで あ る。

わ た した ちが 前 に言 って お い た よ う

に， 今 わ た しは 重 ね て 言 う。 も しあ る

人 が ， あな た が た の 受 けい れ た福 音 に

反 す る こ とを 宣 べ 伝 えて い る な ら， そ

の 人 は の ろ わ るべ きで あ る。

… … 兄 弟 た ち よ。 あな たが た に， は

ら き り言 って お く。 わ た しが 宣 べ 伝 え

た 福 音 は人 間 に よ る もの で は ない 。

わた しは」 そ れ を 人 間 か ら受 けた の

で も教 え られ た ので も な く， ただ イ エ

ス ・キ リス トの啓 示 に よ っ た の で あ

る 』」 （ガ ラ テ ヤ １ ：６－ １２）

この警告は，警告が与えられた当時

と同様，今日でも正確に的を射ている。

私たちの中にも，おおかみのような

者がいる。つまり，当教会の会員であ

ると言っておきなが ら，群れを荒 らし

ている者がいる，とい うことである。

また，会員の中に，いろいろ曲がった

ことを言っている者もいる。ここで言

う 「曲がった こと」とは，教会のまだ

信仰の浅い会員を，自分の方にひっぱ

り込むために，故意に正 しい原則か ら

目をそらし，悪に固執す ることである。

また，使徒パウロが言ったように，

当時と同様，今日でも，次のことは私

たちには不思議でな らない。それは会

員の中に，非常に早 く，福音を教えて く

れた人々か ら離れ，また，キリス トの

福音の真実の教えか ら離れて堕落 し，

悪意悪計に満ちた慣習と儀式を行なう

ような背教の道を歩み出す人々がいる

ということである。

こうした背教者グループの幾つかが

予想 もしない出来事によって事実を証

明 しているように，彼 らは予言者の警

告どおり，のろいを受けている。こう

した人々は，明 らかに，時の初め以来

サタンに雇われて，あらゆる誰弁をろ

うし，弱い入々を陥れようとする悪の

力の影響を受けているのである。

ここで，今述べたような種類の問題

について一言申し上げたいと思 う。第

一は，前にも述べたことであるが， う

わさやゴシップを広めることについて

である。 うわさやゴシップというもの
．は

，一度話の種になると，加速度がつ

いて話のたびに面白おかしく脚色され

ついには，人騒がせの好きな人々が出

所を確かめようともせず，知 らず知 ら

ずのうちにファイヤ ・サイ ドや日曜学

校のクラスや扶助協会や神権定員会の

クラスで繰 り返 し話 して しまうのであ

る。 こうして，このような会合は，賢

明に使われれば，有益で，人々の精神

にとって啓発的な ものになるものを，

ただただ無為に用い，憶測と空論の場

と化 して しまうのである。

ひ とつの例を示そう。あなた方のう

ち，どれほどの人がこの話を聞いてい

るかは知 らないが，私が救い主の降臨

とイスラエルの十支族に関する祝福師

の祝福を受けているらしいとい う話が

広 く流布されているということを聞い

ている。

まず第一に，祝福師の祝福というも

のは，祝福を受けた人，個人に与え ら

れる神聖な文書であって，決 して公の

用に供するために与えられるものでは

ない。そして，すべての祝福師の祝福

同様，祝福を受けた人の個人的所有と

して保存されるべきものなのである。

次に，私が前述のような祝福を受け

ているらしいということについてであ

るが，そのような話は間違いであり，

事実無根であるとだけ言っておけば充

分であろう。

ひとつ私が驚いたことがある。それ

は，たまたまある機会に，前述のよう

なうわさは根 も葉 もないことであると

言 うと，すでにうわさを耳にしている

人々の中に，がっか りする人がいると

いうことである。そのような人々は，

根 も葉 もないうわさを信 じて楽 しんで

いたように思えるのである。私は，そ

のような愚かなうわさを，その真実性

を確かめもせずに，広 くまき散 らすな

どということを決 してしないよう，強
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「何 人 も 自 らを 支 配 者 な ．り と思 うべ か らず
。 され ど神 を ，して審 く人 を

そ の 聖 旨 の ま ま に 支 配 せ しめ よ。 す な わ ち 議 す る 者 ま た は 審 判 の 席 に

坐 す る 人 を 聖 旨 の ま ま に支 配 せ しめ よ。」 （教 義 と聖 約 ５８３２０） 態

く促 したいと思う。

１９１３年 ８月，大管長会は教会員に警

告の書簡を出したが，今 日ここで再読

しても価値があ．るだろう。その中か ら

２ヂ ３読んでみたいと思 う。．

「末日聖徒 イエス ・キリス ト教会の

．役員，会員各位へ

・ハ・ｆラム ・ページのとき （教義 と聖

約２８章）以来，折タ．－一教会員に対する

偽 りの霊の現われが起きているｄ、時に

こうした現われは，．罪を犯 したために

大偽 り者のえじきとなった男女に起き

ている。またある場合には，教会の規

則や儀式や様式を厳守 していることを

心か らの誇りに している人々が悪霊に

ようて背教に導かれている。悪霊たち

は，余 りにも神からでたものと似た影

響力を行使す．る窪めに，自らを「選民」

と考えているこのような人々でさえ，

その本質的な違いを識別するのに困難

を感 １♪ているのである。サタン自身が

その身を変えて， 「光明の天使』らし

く見せかけるのである。

示現 霊夢；異言の力，予言，印象

あるいは非凡な場，霊感などが， これ

まで受け入れられている教会の啓示と

調和 レないものであったり，正統 な権

威者の決定に反するような．ものである

ｆなち，、そ れが，どんなにもっ．と一もらし

ぐ見えようとも，末 日聖徒たる者１ま，・．ｒ

それが神か ら出痙もので はない と知 ら

なければな らない。また，教会を導 く

ための決定は，・教会の頭 を通 して∫啓

示によ．う．て与えられ るとい うことも理

解する必要 もある。教会Ｑ忠実な会員

は皆， 自分 自身のために，自分の家族

のために，・そ して旨分が指名され，聖

任された管理の職のために，聖 霊の．さ

さやきを受ける資格がある。だが，教

会の長たる者をとおして神から与えら

れたものと一致 しないものはすべて，

権威ある，．信頼すべ．きものとして受け

入れ られるべきものではないｄ霊的な

事柄もこの世の事柄も，聖徒たちは自

分自身のことに関する導きと啓示を受

けることができる。だが， これは決 し

て，他人に指図す る権威を持つという

のではなく，またそうした導きが，教

会の契約や教義や規律，・証明ずみの事

実や真理，また良識に反する場合には

受け入れないことが必要である。どん

な人でも，いかにももつともらしい啓

示や示現や霊夢を神かち受けたと主張

して，兄弟姉妹たる教会員を説いて，，

投機や株の操作に身を投 じさせ る権利

はない。特にそれが，局地的なもので

あれ，全教会的なものであれ，承認ず

みの権威に反するものである場合，な

おのことである。主の教会は， 「秩序

の家』である。主の教会は，個人に与

え られる賜物や現われによって統治さ

れるのではな く，指定された大会に事

いて，教会員の挙手により支持 された

聖なる神権の秩序 と権能によって統治

されているのである。

教会の歴史には，．霊の現われを信 じ

てみせかけの啓示を受けたと車張 レ黙

それを受け入れ る人々を導び山こうと廉

視眈々とね らつてレ・る詐欺師や熱狂者

Ｑ例が数多 く記録され ているｄそ して

その結果生ずξものは，い？の場合で

も，失望，・悲嘆，そして不幸であるｂ

さらに財政的損失’時には完全な破産

さえそれに伴 って起きることもあるの

である．。」 ． 一 、ゴ ｉ，

この警告は｝．時に触れ，折に触れて

再三再四発せられてきたものである。

神権者であるあな九ヵに申・し上 げ た

亙）。 「不思議な」種類の霊の現 われを

受けたと主張する人々が粍こ、こか しζ

で立ち土が り，’いまだかつて教会の指

導者が指示 したことのない方向へ教会

員を導こうとしている。このように人

々の心に忍び入ろうとしているものに

対 し，雄々 しく立ち上がり，排斥する

努ヵ牽始あていただきたし）。

たびたび言 うが，教会員の中に，い

とも簡単にだまされる人々がいるメとい

うことに，私は驚きを禁 じえない。こ

のよう律人タは，人騒がせな話や夢や

示現のうわ さをまき散 らし，わそ らく

個人的な日記か、ら取ってきた㊥だろ、う

が，昨今の教会の指導者に与えられた

と言われている話をジ適当ぢ教会の権

威筋に確かめることもせずに，広めて

いるのである。・

もし私たち教会員が，策略と偽 りの

うわさに満ちたこの喧燥うずま く時代

にあって安全に導かれ忽 ・と願 うのな

．ら，手練手管に起 けた者たち爾之じき

になるのを防 ぐたゐφに，指導者に従い

主のみたま⑱導きを求めなサれ耳 鶴争

ない・そ⑱ような者たち１劃 巧妙な諸

弁をろうして注．目を象めよう志画策 し

畠分の意見に，１まだ時には悪意を含痴

，坦も丈ろみに追従する人々壷味方に引

．き入れようとしている⑱であ、る。 、

主は，ある種の神権の権能を受サて

いるとひそかに言い張るノｋがいる，とき

だ れで：もその真偽のほどを確かφるこ

．とができるよう，非常に明確 偽 ．ひ毒
つ１の方法を設定 された。次の聖句億教

義と聖約４２章１エ節にある主の御言葉で

・ある。、 ’二 ． ．Ｃ ｌｌ一

４糞５

」



Ｆ

「君たちに一言言いたいことがある。君たちは神の予言者をその地位から失脚させること

はできないのだ。だが，君たちは，自分と予言者とをつないでいる糸を断ち切ることはで

きるのだよ。そうすれば地獄へ落ちることもできるのだが……。」 一 ブリガム ・ヤング

「またわれ汝 らに告 ぐおよそ誰か権

威ある者 より聖職に按手任命され，ま

たその者の権威を有てることと，教会

の長たる者たちより正式の按手聖任を

受けたることとが教会員の知る所にあ

らざれば，何人といえどもわが福音を

宣べんために出て行 くこと，または教

会を創立することを許されざるべし。」

それゆえ，だれか権威を持 っている

と主張する人が来た ら， 「その権威を

だれか ら受けま したか。だれか権威あ

る人か ら聖職に按手聖任を受けたので

すか。あなたが権威を持ち，教会の長

である人々から正式に按手聖任を受け

たということを，教会員は知 っている

のですか」 と尋ねてみるとよい。 もし

「いいえ」 という答えだったら，その

人が詐欺師であることがわかる。教会

員たちは，だれか教会員を背教に導び

こうとする詐欺師が来たときには，い

つでもこの方法を応用すべきである。

次に，私たちに襲いかかろうとして

いるもうひとつの危険がある。私たち

の中に，群れの中のおおかみのように

教会員のうちのまだ信仰の弱い人々を

背教に導こうとしている者がいるらし

いということである。私たちの手 もと

に届いた報告によれば，合法的な政府

との間に若干の政策的な不一致がある

との理由で，法律を自分勝手に処理 し

て，所得税を納めない人々がいるとの

ことである。

また，警察権 もないのに一般市民を

扇動 して，起 こりうる危険と戦 うため

に自ら武装 している人々もいるとのこ

とである。こういう人々は，そのよう

なことを して政府当局に反抗すること

により，自分自身が逮捕された り，投

獄 されたりする羽 目になるのだという

ことを，露ほどにも知ってはいないの

である。

また，教会員の中に，劇場でポルノ

映画が上映されるのに反抗 して，劇場

に爆弾を仕掛けたために，法律によっ

て罰せ られ，その後懲戒のために教会

の法廷に立たされる人々もいるという

ことさえ，耳にしている。

いわゆるポルノのたぐいのみだ らで

挑発的なものを しめ出そうとしている

人々を私たちは強 く支援 しなければな

らないが，ただ，前述のような急進的

な方法をとろうとす る人々には，次の

ようなやり方だけしかないということ

を知っていただきたい。次は主の御言

葉である。
「何人も自らを支配者なりと思うべ

か らず。されど神を して審 く人をその

聖旨のままに支配せ しめよ。すなわち

議する者または審判の席に座する人を

聖旨のままに支配せ しめよ。

何人 もその国の律法を破ることなか

れ。……統治すべき権能を持ちてすべ

ての敵を脚下に踏みつ くる者の統治す

る時の至るを待つべ し。」（教義と聖約

５８：２０，２２）

私は，この偉大な神権者の群れが，

ソ ドムとゴモラのあの大いなる罪に対

抗するよう，強 く警告 したいと思 うｂ

その罪は，殺人の罪に次いで第二に重

大な罪と呼ばれているものである。御

存知のように，私は，主が姦淫 と呼ん

だ罪について言 っているのである。主

はそのとき，非合法的な性関係の罪 も

姦淫と同列に扱ってお られた。また，

同 じような重大な罪に同性愛がある。

この罪 も，バ ビロンのような世の申 に

あって，加速度的な速さで社会的に受

け入れ られつつあるように思える。だ

が，教会員たる者は，決 してこのよう

な傾向に追従 してはならない。

世にあっても，世のものとなっては

ならないのである。学校や歓楽の場で

は，人々を刺激して実際の行動に向か

わせようと，これ見よが しに種々，性

的に倒錯 した試みを行なっているが，

この教会の神権者たちは，このような

攻撃に対 し，可能な限 りの合法的な手

段を用いて，雄々しく確固たるとりで

を築 き上げなければならない。

イスラエルの判事である監督，ステ

ーキ部長たちがその管理区域で懲戒の

処置をとる際の指示は，誤解の しよう

がないほど明確で簡潔なものである。

主の律法とその手続きをはっきりとふ

まえて，決 してその適用をため らった

り，避けたりするようなことがあって

はならない。悔改めをせず，罪深い行

為から真実悔い改めた人にだけ約束さ

れている正義の原則を踏みにじるよう

な罪人には，いかなる慈悲を施 しても

な らない。

もうひとつのことについて話そう。

私たちの間に，今襲い来つつある災害

に関する不正確な情報が流れていると

いうことである。その うちの幾つかの

情報は，まさに襲い来つつある恐怖か

ら世の人々の目を覚まさせることが必

要であるとでも言 うように，既に印刷

出版 に付 されている。だが， このうち

の多 くは，その出所がそれほど定かで

ない所か ら出たものである。

あなた方神権ｉ者は，もし私たちがこ

れまで聖典に明確に記 されていること

に精通 していさえすれば，こ・うした，
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「今 日， 私 た ち を 取 り巻 く数 々 の 問 題 は， 私 た

ち の 多 くが， 主 の 御 言 葉 の 後 に 終 止 符 で は な く

疑 問符 を 打 って い る こ と に起 因 して い る。」

者ジョセフを大管長の地位から退けよ

うともくろむ人々の集会に招かれた。

だがブリガム・ヤング十二使徒定員会

会長を自分たちの仲間に引き入れよう

としたのが失敗だった。ブリガム ・ヤ

ングは彼 らの計画を一通 り聞くと，次

のような趣旨のことを言った。 「君た

ちに一言言いたいことがある。君たち

は神の予言者をその地位か ら失脚させ

ることはできないのだ。だが，君たち

は， 自分 と予言者 と』をつないでいる糸

を断ち切ることはできるのだよ。そう

すれば地獄へ落ちることもできるのだ

が……。」

話を続けるが，そこにはジェイコブ

・バンプという名前のプロボクサーが

いた。この男は， こぶ しを固 く握 りし

めると，ヤング会長に向かってなぐり

かかろうとした。ヤングはこの男の脅

しに答えて，次のように言った。 「予

言者ジョセブ ・ス ミスを守るために，

君のような男には，頭の上 に手を按い

て悪霊を叱責 してやりたいものだよ。」

兄弟たちよ，’これを忘れないでいた

だきたい。神の予言者をその地位か ら

失脚 させることはできないのである。

主がこの教会を管理す ることを望まれ

る人物は，主御自身が知っておられる。

だが，時にはそのために，数多くの訓

練 と指導 と試練を必要 とすることもあ

る。そして，やっとその後で；私たち

のうちだれが現在の責任を受ける準備

ができているのかを主が識別されるの

である。

また私は，・ある大管長を他の大管長

と比較するということは，極めて愚か

なことであると考えている。ある大管

長が，他の大管長と同じ立場にあると

い うこ と はな い 。 そ れ ぞ れ の 大 管長 に

それ ぞ れ の 立 場 が あ るの で あ る。私 は

数年 前 ， ひ とつ の教 訓 を得 た。 そ れ は

教 会幹 部 の ひ と りの兄 弟 と共 に， エ ン

サ イ ンス テ ー キ部 の ス テ ー キ部 長 会 を

再組 織 した と きの こ とで あ る。 私 た ち

は， 既 に あ る ワ ー ド部 の監 督 を ス テ ー

キ 部 長 に指 名 して い た 。 だ が年 末 だ っ

た た め に， そ の監 督 は， 年 末 の書 類 の

決 済 が終 わ るま で 監 督 の職 に 留 ま って

後 任 の監 督 に な るは ず の 第 一副 監 督 と

仕事 を続 け た い と申 し出 た 。

そ して ， 支 持 を 受 け た ６週 間後 に そ

の ス テ ーキ 部 長 が 突然 亡 くな った。

す る と， 私 あ て に次 々 と数 多 くの手

紙 が 届 き始 め た。 た だ の ６週 間 で， 主

が， 死 ぬ こ とを よ し と され るよ うな 人

を 召 す な ん て ， 一 体 全体 どん な霊 感 を

受 け た の か，と言 うので あ る 。ま た彼 の

葬儀 で 話 を す るよ うに も促 して い た。

あ る人 々 の 手 紙 は ， た だ の ６週 間 で主

が御 自分 の も とに 引 き上 げ られ る よ う

な 人 を な ぜ私 が指 名 した の か， 説 明 し

て くれ るよ う望 ん で い る書 きぶ りで あ

っ た。’

ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィ ング ・ス ミ

ス大 管 長 は， 壇 上 の席 で ， 私 が こ の人

々か ら満 足 して も らえ る答 えを して あ

げ た い と努 めて い る の を聞 くと， 私 に

次 の よ うに言 っ た。 「そ の問 題 で あ ま

り悩 まな いで 下 さ い。 あ る人 を この 教

会 の あ る職 に召 して， 翌 日そ の人 が 亡

くな った と して も， そ の職 は， そ の人

が この 世 を 去 って ， 来 世 で召 され る職

に何 らか の関 係 が あ る の です よ 。」

私 は この ことを 信 じて い る。 私 は，

この教 会 の大 管 長 ， 使 徒 ， 監 督 ， ス テ

ーキ 部長 な どの 管 理 の 地位 にあ る人 々

の職は皆， この世を去って，来世で召

される職に何 らかの関係があると信 じ

ている。

それゆえ，ある大管長は，・前の大管

長の仕事を引き継 ぐものと老えている

か も知れないが，そ うではないのであ

る。その大管長には自分だけに課せ ら

れた仕事があるのである。だか ら私た

ちは，この人はあの人より偉大だとか

立派だなどという比較を してはな らな

いのである。主の目か ら見た ら，人は

皆主の時にかなって，ある特別の時の

ために主が最 も必要 とされる人なので

ある。あなた方はこれを確信 している

ことと思う。

最後 にもうひとつお話 しよう。ある

日，私が自分のワー ド部の日曜学校の

クラスに出席 していたときのことであ

る。そのクラスの教師は祝福師の息子

であった。彼は，以前 自分の父親の祝

福の鼻をあかしてやろうとしたことが

ある， と言 った。そのとき彼は，父が

いわゆる 「あやふや」な祝福を与えて

いるのに気づいたのである。父親は祝

福を与えはしたが，それは皆， 「これ

これを しないなら」とか 「これこれを

せずにいたら」などとい う条件つきで

述べられていたのである。そして，そ

の教師は次のように結んだ。 「私は父

が 『あやふや』な祝福を与えた入々を

見守 っていました。そしてその人々の

うち多 くが，祝福師である私の父が与

えた警告に注意を払っていないことに

気づきました。その人々は，警告に従

わなかったがゆえに，決 してその祝福

を受けることはなか ったのです。」

この言葉を聞いて，私が思案を始め

たことはおわか りと思 う。私は，初心
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「私 は福 音 が 真 実 で あ る こ と を 知 って い る の

だ か ら， ほ か に何 も心 配 す る こ と は な い。」

に戻 って教 義 と聖 約 を開 き， 教 会 の様

々 な兄 弟 た ち に与 え られ た 「あ や ふ や」

な啓 示 を読 み 始 め た。 も し， 何 か 標 然

とす る経 験 を した い と思 うな ら， 予 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミスを 通 して ， トー マ

ス ・Ｂ ・マ ー シ ュ， マ ー テ ン ・ハ リ

ス， ホ ・イッ トマ ー家 の 幾 人 か の 兄 弟 ，

ウ ィ リア ム ・Ｅ ・ム レ リン に与 え られ

た 警 告 を読 ん で み る と よい だ ろ う。 こ

の 人 々 が ， この 警 告 に注 意 を 払 って い

た な ら， そ の うち の 何 人 か は ， わ き道

に そ れ な い で す ん だ で あ ろ う。 だ が ，

警 告 に注 意 を払 わ ず ， そ の生 活 を 意 義

あ る もの と しな か った た め に ， わ き道

に そ れ て しま った の で あ る。 さ らに，

教 会 の 会 員 の 資格 を も失 った 者 さえ い

た の で あ る。

私 た ち皆 が， 心 に 留 め て お くべ き こ

とが あ る。 神 殿 の中 で ， 宣 教 師 の グル

ー プ と集 会 を 持 って い た と きの ことで

あ る。 ひ と りの姉 妹 宣 教 師 が 知 恵 の 言

葉 につ い て 質 問 した 。 も し人 が 知 恵 の

言 葉 を守 れ ば， 走 って も疲 れ ず ， 歩 い

て も気 を失 う こと もな い と い う約 束 に

つ い て の質 問 で あ った。 そ の姉 妹 宣 教

師 は次 の よ うに言 った 。 「足 の悪 い 人

に は， どの よ うに この約 束 が 成 就 す る

の で す か 。 も し足 が 悪 か っ た ら， 走 っ

て も疲 れ ず， 歩 い て も気 を失 う こ・とが

な い とい う祝福 は どの よ うに成 就 す る

の です か 。」

私 は答 え た。 「あ な た は これ ま で主

を疑 った ことが あ る ので す か 。 主 が そ

う言 わ れ た の です よ 。」

今 日， 私 た ち を取 り巻 く数 々の 問 題

は， 私 た ち の多 くが ， 主 の御 言 葉 の 後
ら

に終止符ではな く疑問符を打っている

ことに起因 している。このことを深 く

考 えて い ただ き た い と思 う。 私 た ち は

なぜ 主 が そ の よ うな啓 示 を 与 え られ た

のか とか ， なぜ そ の よ うに言 われ る の

か ， な ど と い う こ と に関 心 を払 う必 要

は な い。 ただ ， 主 を信 頼 しな き い。 私

た ち は， 解答 や 説 明 を 見 つ け出 そ う と

は思 わ な い。 私 た ち は， 主 が 説 明 を 加

え るの を よ しと され な か った こ とを 説

明 す るの に， 時 間 を 費 や す べ きで は な

い 。時 間 を 浪 費 す る だ け だか らで あ る 。

も し教 会 員 に， 主 の 御言 葉 の 後 に，

疑 問 符 で は な く終 止符 を打 つ こ とを教

え るな ら，教 会 員 は常 に次 の よ うに言

うで あ ろ う。 「そ の言 葉 が 主 の 御言 葉

で あ る とい う こ とを知 れ ば ， そ れ で充

分 です 。」

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ ー長 老 が ベ

トナ ム訪 問 か ら帰 って ，私 に ひ とつ の

話 を して 下 さ った が， そ の話 は私 に と

って偉 大 な教 訓 とな った。 私 が覚 え て

い る範 囲 で お話 す るが， ベ トナ ムで軍

務 に服 して い る間 に教 会 に加 入 した ひ

と りの青 年 が い たρ そ の青 年 は， 服 務

期 間 が 終 わ って， 東 南 ア ジ ア に あ る本

国へ 帰 る と ころ で あ った。

ヒ ン ク レー兄 弟 は そ の青 年 に 言 っ

た。 「君 は こ こで教 会 に加 入 した わ け

だが 家 へ 帰 る と， ど うい う こと に な る

のか ね 。」

青 年 は答 え た。 「追 い 出 され る こと

に な るで し ょ う。 家 族 は私 を勘 当す る

で し ょ うか ら， 学 校 へ は行 け な くな り

ます 。 も う軍 の 仕 事 もあ りませ ん し。」

ヒ ン ク レー長 老 は尋 ねて み た 。 「そ

れ は，教 会 に加 入 した 代 償 と して は，

ち ょっ と大 きす ぎ や しない か な 。」

す る と， この青 年 は ．ヒン ク レ ー長 老

を じ っ と見 つ め な が ら， 言 った 。 「で

も，福 音 は真 実 で す か ら。違 い ます か 。」

これ は， ヒン ク レー兄 弟 の 魂 を 揺 さ

ぶ る よ うな言 葉 で あ った 。 ヒン ク レー

兄 弟 は答 え た。 「真 実 だ と も。 間違 い

な い よ 。」

これ を 聞 いて ， 青 年 は 言 った 。 「じ

ゃ， ほか に何 も心 配 す る こ とな ん か あ

り ませ ん 。」

神 権 を 持 つ 兄 弟 た ちよ 。 イ エ ス ・キ

リス トの 福 音 が 真 実 な ら一 そ れ は確

か に真 実 で は あ るが一 ほ か に何 を 心

配 す る必 要 が あ るだ ろ うか 。 も し私 た

ちが ， い つ も 自分 に ， 「私 は福 音 が真

実 で あ る こ とを 知 って い るの だ か ら，

ほ か に何 も心 配 す る こ とは な い 」 と言

い 聞 か せ て い るな ら， この危 険 き わ ま

りな い 世 の 中 に あ って ，主 が確 か に私

た ちを導 い て 下 さ る とい う根 本 の証 が

得 られ ，祝 福 が得 られ る の で あ るσ

これ が真 実 で あ る こ とを， ま党 主 が

天 に お られ る こ とを ， そ して あ な九 方

が思 って い るよ り もず っ と近 くに お ら

れ る こ とを， 謹 ん で証 す る。．主 が この

教 会 に最 後 の啓 示 を与 え られ た の は い

つ か と尋 ね る人 が い る。 主 は 日に 日に

啓 示 を与 え続 け て お られ る。 そ して ，

あ な た方 が将 来 ， この時 代 を振 り返 っ

て 見 る とき， 主 が この時 代 に幾 つ か の

力強 い啓 示 を与 え て下 さ っ た と い うこ

とを は っき りと認 識 す る で あ ろ う。 私

は これ を証 す る。 今 宵 ， あ な た方 の心

に私 の証 を残 す べ く， 主 イ エ ス ・キ リ

ス トの御 名 に よ っ て祈 る次 第 で あ る。

ア ー メ ン。

＊チ ャ 門 ル ス ・Ａ ・コー リス （１８６５－ １９４７）’ア

イ ル ラ ソ ド生 まれ 。 １９３３年 １０月 １２日佼 徒 に 聖

任 さゐ 。
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神権 と神権を管理する職

神 権 組 織 と 大 管 長 職 の 継 承 に 関 す る 説 明

神 権 と は， 私 た ちの持 つ職 に おい て

神 の御 名 に よ って 行 動 す るた め ，私 た

ち に付 与 され た 神 の権 能 で あ る。 そ し

て ， 神 が この 神権 を私 た ちに与 え た：も

う と き， 私 た ちは 神 と誓 約 し， 神 もま

た私 た ち と誓 約 を結 ば れ るが， 私 は今

宵， そ の誓 約 を読 ん で み た い と思 う。

「お よ そ忠 実 に して … … 二 つ の神 権

を 得 ， （、これ は， 例 え ば執 事 な ら執 事

で， 彼 が この ふ たつ の神 権 を保 持 す る

こ とが で き る よ う， 与 え られ た責 任 を

果 たす こ とか ら始 め な けれ ば な らな い

とい う こ とで あ る） 而 して その 天 よ り

の召 を全 力 を 尽 して 遂 行 す る者 た ちは

『み た ま』 に よ り聖 め られ て そ の 肉 体

再 新 さ る。

これ らの者 は モ ーセ の息 子 た ち とな

り， アロ ンの 息 子 た ち とな り， アブ ラ

ハ ムの 子 孫 とな り， ま た教 会員 に して

曇 国 の民 とな り神 の選 民 とな る。

主 は言 う， ま たす べ て この神 権 を 受

け 入 る る者 は， わ れ を受 く るな り。

そ は， わ が僕 らを受 け入 る る者 はわ

れ を受 くれ ば な り。

ま た， われ を受 け入 る る者 はわ が 父

を受 くる な り。

而 して ， わ が 父 を 受 け入 る る者 は わ

が 父 の王 国を 受 くるな り。 この故 に わ

が 父 の もて るす べ て は 彼 に 与 え らるべ

し。

而 して こは 神権 に 属 け る誓 詞 と誓 約

に よ りて 然 るな り。

この 故 に この神 権 を受 く る者 は， す

べ て わ が 父 の この誓 詞 と誓 約 と を 受

け， 而 して これ を わ が 父 は破 る こと も

第 一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

変 え る こと も為 した も うはず な し。

され ど何 人 にま れ 一 度 この誓 約 を 受

けて 後 これ を 破 り， ま た こ と ご と くこ

れ に違 背 す る者 は ……罪 の赦 しを受 く

る こ とな か るべ し。」 （教 義 と聖 約８４＝

３３－ ４１）

この誓 約 が守 られ る か ど うか は， 私

た ちに か か って い る。 私 た ち もそ の誓

約 を結 ぶ の で あ る が， 主 が この誓 約 を

破 られ る こ とは あ りえ な い た め， こ の

誓 約 を守 る責 任 は私 た ち の方 に あ る の

で あ る。

今 宵 ， 私 は神 権 の秩 序 ， す な わ ち，

神 権 の指 示 の 下 に あ る事 柄 の 中 か ら少

しお話 した い と思 う。 この 問 題 が ， ア

ロン神 権 者 の 人 々 に も，他 の 人 々 同様

関 心 を ひ くで あ ろ う と考 え た か らで あ

る。 まず 第 一 に， 大 管 長 の 死後 ， い か

に して後 任 の 大管 長 が 選 ば れ， 聖 任 さ

れ ，任 命 され るの か， ま た い か に して

大 管 長 会 が 再組 織 され るの か の 問題 に

ついて説明 したいと思う。この大管長

会の再組織に引き続いて昨日行なわれ

たように，大管長会の会員は，聖会で

神権定員会の支持の挙手を受け，一般

大会で，出席 した教会員の支持の挙手

を受け，さらに，数々のステーキ部大

会で全教会員の支持の挙手を受けるの

である。また，私は，大管長の権能，

義務，責任の幾つかについて も，お話

したいと思 う。

大管長の逝去に伴い，大管長会の組

織は消滅 し，ふたりの副管長は，十二

使徒定員会の中の自分の聖任順位に戻

る。そして，啓示によって，この十二

使徒定員会が教会の管理定員会として

の責任を受ける。これは，十二使徒定

員会が聖なるメルケゼデク神権を保持

し，教義と聖約によって，権能におい

ては次位の定員会だからである。 （教

義と聖約１０７：２３，２４参照）それゆえ，

教会は決 して管理定員会なしに存在す

ることはないのである。必然的に定員

会会長が首席幹部役員 となり，大管長

会が再組織されるまで，十二使徒定員

会が教会の管理定員会 として留まるの

である。

予言者ジョセブが大管長でいる問に

主はジョセフを通 して，十二使徒定員

会に大管長会と同等の権能を持つ神権

の鍵 を与えられた。それゆえ，予言者

ジョセブの死後，その権能を引き継い

だ十二使徒定員会が，ブ リガム ・ヤン

グを定員会会長として，数年間，教会

を管理 したのである。 しか し，ついに

「聖 きみたま」に動か されて，ブリぞ
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ム ・ヤ ング を大 管長 ， ヒー バ ー ・Ｃ ・

キ ンボ ー ル と ウ ィ ラ ー ド ・ リチ ャー ズ

を 副 管長 とす る大 管 長 会 を再 び組 織 し

た。 実 際 は， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

の 死後 ２４時 間以 内 に， この組 織 を作 る

こ と もで き た は ず で あ る。

ヤ ング大 管 長 の死 去 に伴 い， ジ ョ ン

・テ イ ラー十 二 使 徒 定 員 会 会 長 は
， 同

じ方 法 で前 任 者 の模 範 に倣 っ た た め ジ

ョ ン ・テ イ ラー を大 管 長 ， ジ ョー ジ ・

Ｑ ・キ ャ ノ ンと ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス

を 副 管 長 とす る大 管 長 会 を 再 組 織 す る

ま で若 干 の時 問 が か か っ た。

テ イ ラー大 管 長 の 死 に際 して ， 当時

十 二 使 徒 会 会 長 で あ った ウ ィル フ ォ ー

ド ・ウ ッ ドラ フが ち ゅう ち ょ した た め

大 管 長 会 が 再組 織 され るま で に若 干 の

時 間 が か か った 。 だ が ， つ い に， そ れ

が 自分 の義 務 で あ る と確 信 し，主 の 目

的 を 達 成 す るた め に は引 き受 け な けれ

ば な らな い と感 じた 彼 は ， 十 二 使 徒定

員 会 と共 に， 大 管長 会 を 再組 織 した 。

この と き， 彼 は次 の こ とに 関 して 同

僚 の 兄 弟 た ち に厳粛 な指 令 を 出 した 。

彼 は次 の こ とを 理解 して 欲 しか った の

だ った 。 そ れ は ，将 来 大 管長 が 死 去 し

大 管 長 会 が 解散 した と きは， 教 会 の然

るべ き幹部 は， 不要 な遅 滞 を避 け ， す

ぐに手 続 きを 踏 み ， 大 管 長 会 を再 組 織

す る義 務 が あ る，とい う こ とで あ っ た 。

以 来 ， この 手続 きに 従 って行 な わ れ て

い る。

そ れ ゆ え １９７２年 ７月 ７日， ジ ョセ ブ

・フ ィール デ ィ ング ・ス ミス 大 管長 の

死 後 間 もな く， リー現 大 管長 は 十 二使

徒 定 員 会 会 長 と して ， 大 管長 会 を再 組

織 す るた め ，全 十 二 使徒 を 召集 した。

この集会で私たちは厳粛な祈 りの中に

主を呼び求めた。そ して，十二使徒定

員会の会員は，定員会会長にひとりず

つ名前を呼ばれ，聖任順位の若い使徒

から順に，当面の問題に関して自分の

気持を表明した。

そ して，その順番がキンボール現十

二使徒会会長に回って来たとき，彼は

自分の気持を述べ，結びに， リー十二

ン ・タ ナ ー， 第 二 副 管 長 と して マ リオ

ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ーを そ れ ぞ れ指 名推 薦

した 。 これ も満 場 一致 で承 認 され た。

こ う して， 十 二 使徒 定員 会 の最 先 任

使徒 とな った ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ

ール 兄 弟 は
， 十 二 使徒 定 員 会 会 長 と し

て の指 名 推 薦 を受 け， これ も承 認 され

た。 この後 ， キ ンボ ール 現 十 二 使 徒 会

会 長 は， 他 の十 二 使 徒 会 の会 員 と共 に

使徒定員会会長が大管長として支持さ

れるよう指名推薦 した。この動議は正

式に採択され，十二使徒定員会の討議

に付された後，満場一致で承認 された。

リー十二使徒定員会会長は，この推薦

と十二使徒定員会の決定に応え，その

高 く神聖な召 しに応 じたのである。こ

の後彼は，十二使徒定員会の考慮に付

すため，第一副会長としてＮ ・エル ド

リー十二使徒会会長の頭の上に手を按

いて，彼を大管長 として，予言者，聖

見者にして啓示を受ける者として，ま

た末 日聖徒イエス ・キリス ト教会信託

統治者 として聖任 し，任命 した。さら

に， リー大管長は，タナー兄弟とロム

ニー兄弟を副管長 として，キンボール

兄弟壷十二使徒定員会会長として按手

任命 した。
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今年が合衆国の選挙の年であるため

こち した一連の行動は，合衆国大統領

や他の政府役員を選出す るときの方法

と，主が教会の指導者に示された役員

の選出，任命の方法 との間に見られる

好対照を一層興味深いもの に して い

る。私はこれまで ３人の神の予言者と

苦楽を共にし，彼 らの指示 の下 に 働

き，彼 らを支持する素晴 しい特権にあ

ずかりまた主がその人々を通 し，いか

にして御業を進められるのかを見てき

た。私はこのことを心から主に感謝 し

ている。私がへりくだって絶えず祈る

ことは，主 と教会員に喜ばれる方法で

仕えたいということである。
「私は，この場を借 りて，マリオン ・

Ｇ ・ロムニー副管長 に対 して，深い愛

と感謝 の念を表わ したいと思う。私は

ロムニー副管長とリー大管長に対 し，

これまでなかったほどの強い愛を感ず

るようになっている。また私が愛につ

いて語るとき，十二使徒評議員会会員

の皆様に，他の教会幹部の皆様に，さ

らにすべての教会員の皆様に対 し，愛

の気持を抱いていると申し上げたいと

思 う。事実，私は全人類に対 して愛の

気持を抱いている。ただただいつも祈

るのは，主の助けがあって，私のその

愛を何か目に見えるもので示す ことが

できたら， との願いである。 ●

リー大管長は，神の予言者となり，

大管長 となるべく選ばれ，予任されて

いた方であると私は確信 している。主

は確かに， この高 く神聖な召 しに備え

て，彼に福祉計画の主事 として，また

３０年以上 も十二使徒評議会の会員 とし

て，数々のステーキ部を指導するよう

４２２

責 任 を与 え， 彼 を育 て て こ られ た の で

あ る。 そ して リー大 管長 は これ ま で 自

分 の 忠 誠 と献 身 と能 力 を 立 証 し て き

た 。 リー大 管 長 は，世 界 の歴 史 中 ，最 も

重 大 な時 代 のひ とつ と も言 うべ き この

時 代 に教 会 を管 理 す る よ う選 ば れ たの

で あ る。 リー大 管 長 は神 の予 言 者 で あ

り神 の み こ ころ を語 る人 で あ る。 ジ ョ

セ ブ ・フ ィール デ ィン グ ・ス ミス大 管 長

は， 大 管 長 と して の支 持 を受 け た聖 会

で，次 の よ うに意 味深 い所 見 を 述 べ た 。

「私 は
， 自分 の 力 で この教 会 を指 導

で き る人 間 は ひ と り もい な い と申 し上

げ た い 。 これ は 主 イ エ ス ・キ リス トの

教 会 で あ って ， キ リス トが そ の頭 な の

で あ る。 教 会 はキ リス トの 名 を い た だ

き， キ リス トの神 権 を 持 ち， キ リス ト

の福 音 の 儀 式 を 施 し， キ リス トの 教 え

を説 き， キ リス トの業 を な して い る。

キ リス トは人 々 を 選 び ， 召 し， 主 の

目的 達 成 の た め に御 自身 の 道 具 とな し

彼 らを導 き た も うので あ る。 しか し，

入 々 は あ くまで も主 の 御 手 に あ る道 具

で あ って ， 主 の僕 が な し遂 げ る あ らゆ

る誉 れ と栄 光 と は永 遠 に主 に帰 せ られ

る。

も しこれ が 人 の業 な ら， 失 敗 す る こ

と もあ ろ うが ， それ は主 の御 業 で あ る

が ゆ え に， し く じる こ とが な い。 も し

我 々 が戒 め を守 り， イ エ スへ の証 を雄

々 し く述 べ， 託 さ れ た こと に忠 実 な ら

ば， 主 は そ の あ らゆ る 目的 を成 就 す る

た め に， 義 な る道 に あ る我 々 と教 会 を

導 きた も う とい う約束 が あ る。」 （「聖

徒 の道 」 １９７０年 １０月 号 Ｐ．２５７）

ス ミス大 管 長 は そ の とき， 現 在 の大

管 長 で あ る第 一副 管 長 に つ い て， 次 の

、

よ う に言 った 。

「ハ ロル ド ・Ｂ ・り一副 管 長 は 真理

と義 の 柱 で あ り， 偉 大 な 霊 の 力 と洞 察

力 と知 恵 とを 持 った 真 の聖 見 者 で あ

る。 教 会 と教 会 が 必 要 とす る事 柄 に対

す る。 知 識 と理 解 に お いて 彼 に優 る人

は い な い 。」 （同上 ）

主 が予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の第 二

副管 長 で あ った フ レデ リ ッ ク ・Ｇ ・ウ

ィ リア ムズ に対 し言 わ れ た よ うに，「…

…汝 語 る者 の声 に， 主 な る汝 の神 の言

に耳 を傾 け よ， … …

わ れ は ジ ョセ フ ・ス ミス に王 国 の鍵

を 授 けた るが ， こは 大 神権 の 大 管長 会

に常 に属 す る もの な り。

こ の故 に， わ れ 誠 に 彼 を 承認 して 祝

福 を 授 けん 。 また 汝評 議 に ， す な わ ち

わ が 任 じた る職 務 に忠 実 に して ， ま た

常 に声 を 出 して も心 の 中 に も公 に も秘

に も祈 る祈 りに， また 今 生 け る人 々 の

国 と汝 らの兄 弟 の 間 に導 き と教 えを 施

す 業 に忠 実 な らば 汝 に もま た祝 福 を 授

け ん 。」 （教 義 と聖 約 ８１：１－ ３）

この聖 句 はす べ て の神 権 者 に あて は

ま る。

主 が予 言 者 ジ ョセ ブ を教 会 を 管 理 す

る職 に召 され た と き， ジ ョセ フ に言 わ

れ た言 葉 が， 現 在 ， そ の ま ま私 た ち の

愛 す るハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管 長 に も

あ て は ま る。 「… …汝 は聖 見 者 ， 翻 訳

者 ， 予 言 者 ， イ エ ス ・キ リス トの使 徒

… … と称 せ られ ん。

この故 に汝 ら教 会 員 は， 彼 が 上 よ り

受 くるま ま に汝 らに与 うる誠 命 と彼 の

言 とを皆 心 に とあ て よ く聞 き， わが 前

に 全 く聖 き道 を履 む べ き な り。

そ は彼 の言 は， 汝 ら全 き忍 耐 と信 仰



とを以て，あたかもわが口より聞 くが

如くにこれを受け入るべきなればなり。

これ らのことを為さば，地獄の門も

汝 らに打勝たざるべ し。而 して，誠に

主なる神は汝 らの前より暗闇の力を追

い払い，汝 らの為と神の御名の栄光の

ためにもろもろの天をも震い動か しめ

ん。

主なる神か くの如 く言う。われは彼

に霊感を与えて，善を為すために大い

なる力を以てシオンの大事を推 し進め

しむ。われ彼の勤勉なるを知り，また

彼の祈 りを聞け り。

見よ，われはわが葡萄園に働 く者に

大いなる祝福を与うれば，彼 らは彼の

言を信ぜん。その言はかの ｒ慰め主」

によりわれを通 じて彼に与え られ，然

もその 「慰め主』は，イエスが誠に悔

いたる心を持つ者に罪の赦 しを与えん

がため，世の人の罪を負うて罪深 き人

々によ りて十字架に付け らるることを

世に表すな り。」（教義を聖約２１：１，

４－ ７， ９）

執事である人々よ，教師である人々

よ，祭司である人々よ，そして長老，

七十人，大祭司である人々よ，．神権を

保持するということは，また今 日私た

ちを導 く神の予言者がいるということ

は，何 という偉大な特権であろうか。

ジョセフ ・Ｆ ・ス ミスが，大管長に

ついて明確に述べたように， 「教会の

すべての役員は，大管長の管理の下に

あり，大管長は神に しかれている。」

（「福音の教義 １」ｐ．２１２）

これを常に忘れないようにしよう。

大管長はメルケゼデク神権の鍵を持ち

教会の中には大管長がつとめることの

できない仕事や職 というものはない。

事実，教会のあ らゆる職は，大管長に

属 しているのである。

主は予言者ジョセフ ・ス ミスに向か

って次のように語 られた。 「また，大

神権の職を管理する長たる者の義務は

全教会を統轄すべきものにして，モー

セの如 くあるべ し。

すなわち，見よ，この教会の頭首に

神の与えたもうあらゆる賜を有 し誠に

彼は聖見者たり，啓示を受 くる者たり，

翻訳者たり，また予言者たり，ここに

智恵現わる。」（教義と聖約 １０７：９１，

９２）

私たちが教会員として，無条件で，

リー大管長を神の予言者として，また

私たちの指導者として受け入れること

は，最 も大切なことである。私は心の

奥底か ら，万感の思 いを込めてこう言

うことができるのを，この上ない喜び

と感 じている。予言者の声に耳を傾け

予言者に従って行こうではないか。し

かも盲 目的にではな く，信仰によって

従 って行こうではないか。そうすれば

決 して道に迷うことはない。神権者で

ある限り，だれもこの問題を軽々 しく

扱 うことはできない。すべての会員が

その神権の召しを全力を尽 くして遂行

し，また神権を持つことが偉大な特権

であり，祝福であると認識す るように

なることは，大切なことである。

私たちは， この信仰に誠を尽 くさな

ければな らない し，あらゆる点で信頼

に足 る者 とならなければならない。世

に対す る模範 ともならなければならな

い。青年諸君に申し上げたい。あなた

方が今持 っている神権は， 自分の職に

おいて神の御名により，行動するため

私たちに付与された神の権能であると

いうことを忘れないでいただきたい。

主は，私たちひとりびとりが，この神

権を行使するにふさわしく生活 し，世

の模範となるよう，望んでお られる。

り一大管長が大管長に指名された直後

に行なわれたインタビューで言ったよ

うに，また今日もこれまで言われてき

たように，世に対する大管長のメッヤ

ージは，またこれはとりもなおさず私

たちひとりびとりに対するメッセージ

でもあるが，それは 「戒めを守りなさ

い」ということである。私たちが戒め

を守れば，必ず祝福を受ける。

私たちは，主が私たちのために丁体

どんな地位や祝福を用意 して下さって

いるのか，全 く知 らない。どんな召 し

が来ようと，それに応ずることができ

るよう準備することは，私たちの責任

である。エジプ トに売 られたヨセブは

自分が民を救うために選ばれた人間で

あるなどとは全 く考えてもみ な か っ

た。彼は，その忠誠 と誘惑に打ち勝つ

ことにより，主か ら祝福を受け，強め

られやがてその忠誠がよ しとされたの

である。

モーセもまた青年時代には，自分が

・ｆスラエルの民をエジプ トから導 き出

すこ．とになっているなどとは，つゆ知

らなかった。モルモンも，初めのうち

は，自分と息子 モロナイがイエス ・キ

リス トの福音に関する神聖な記録を備

え，保存するような偉大で重要な業に

携わることになろうとは夢にも思 って

いなかったのである。

どの場合も，彼 らが子供のときから

４２３

適



そ の忠 誠 を 身 を もって 示 し， また 召 さ

れ た あ らゆ る地 位 に あ って ， 自分 が ふ

さ わ しい者 で あ る こ とを立 証 し， 主 に

受 け入 れ られ た結 果 な の で あ る。

今 日の午 後 ， 「シ オ ンの若 者 真 理 を

守 り」 と歌 われ る の を聞 いて ， 私 は胸

にせ ま る もの が あ っ た。 今 宵 ， 私 の声

を 聞 い て い るす べて の青 年 に は， 次 の

こ とを主 の前 に立 証 して くれ る よ う，

切 に勧 あ た い と思 う。 そ れ は， シ オ ン

の若 者 は決 して ひ る ん だ こ とは な い し

今 か ら後 もひ るむ こ とは な く， む しろ

世 に対 す る模 範 とな り， 善 の た め に良

い影 響 力 とな るで あ ろ う， とい う こ と

で あ る。 そ して， 立 派 な人 間 に な りた

い と思 うな ら， 立 派 な子 供 で あ り， 青

年 で な け れ ば な らな い， とい う こ とを

忘 れ な い で い た だ き た い。 私 た ち の大

管長 が青 年 時代 に した よ うに， あ な た

方 も 自 ら備 え を な しな さ い。

ジ ョセ ブ ・ス ミス は １４歳 の とき， 自

分 が大 管長 に な り， 神 の予 言 者 に な る

な ど とは毛 頭 思 って い な か った。 彼 が

望 ん で い た こ とは， た だ どの教 会 が 真

実 が知 りた い とい う こ とで あ った。 私

た ちは皆 ， あ る 目的 の た め に予 任 され

て い るが，ジ ョセ フ も予 任 され て い た 。

そ して， 忠 実 に生 活 し， ふ さ わ しい こ

とを証 明 した た め に， この高 い地 位 に

召 され た の で あ る。 私 た ち も予 任 され

た 召 しに ふ さわ し く， ま た そ の職 務 を

果 たす こ とが 出来 る よ う生 活 しよ うで

は な い か。

リー大 管 長 は青 年 の とき， よ もや 自

分 が大 管 長 に な ろ う とは夢 に も思 わ な

か った。 だ が， 彼 の召 さ れ た あ らゆ る

職 で忠 実 に働 き， 自分 が ふ さ わ しい者
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であることを立証 したのである。 もし

主の御手に使われる器になりたいと望

むなら，執事定員会会長や教師定員会

会長は，長老定員会，七十人定員会，

大祭司定員会の会長 と同様，その義務

を遂行 し，主の御前に義 しく歩む こと

が大切なことであると知 らなければな

らな炉。主はすべての人がその義務を

果たし， 自分の結んだ誓約に忠実であ

るように望んでおられる。教義 と聖約

には，主の御言葉が次のように記録さ

れている。 「この故に，今や神権者皆

各々その義務を覚れ。また己が任命せ

られたる務めを全 く勤勉に勤むべし。

およそ，怠惰なる者はその馳位に居

るに値せず，またその義務を覚 らず信

任 さるるに足る行いを示さざる者は，

その地位にある値なき者なり。誠に然

り，アーメン。」（教義と聖約１０７：９９，

１００）

誠に， 「戦いをいとうなら，報いは

なし」と歌 うとおりである。大切なこ

とは，神権者が老いも若きも， 自己を

鍛え，悪に打 ち勝ち， 自らを道徳的に

清 く保ち，知恵の言葉を守 り，安息 日

を聖 くし，正直に行動し，他人の信頼

を裏切 ることなく，あらゆる友人，知

人か ら愛され，尊敬され，そして人々

がそのよい行ないを見て，天にいます

私たちの父をあがめるように生活する

ことである。

私たちは，主の御業が進展 している

ことを認識 し，主の王国である教会が

この地上で成長 し，全地を満たすまで

援助を続けなければならない。 これこ

そ，神権者 としての私たちの責任であ

る。

人類が現世に在 るのは幸福を得んた

めである。楽 しい時間を過ごしなさい。

正 しいことを行なって人生を楽 しみな

さい。罪悪には，何 ら喜びも満足 もな

い。だが忠実な者には偉大な祝福が約

束 されている。私の説教に耳を傾けて

いる青年で， 自分が何の職に予任され

ているのか， 自分のために何が備えて

あるのか知 っている人はいない。だが

主は次のように約束 されているのであ

る。 「およそこれ らの言葉を憶えて守

り且つ行い， この誠命に従 って歩むす

べての聖徒 らは （主はここで知恵の言

葉だけを言 ってお られたのではなく，

すべての戒めに従 って歩むことを言 っ

てお られたのである）， そのへそに健

康を受けその骨に髄を受けん。

また智恵 と知識の大いなる宝まこと

に秘れたる宝を見出さん。

而 して走れども疲れず，歩けども気

を失 うことなからん。

主なるわれ彼 らに一つの 約 束 を与

う。すなわち，さつりくの天使はイス

ラエルの小児たちが如 く，彼 らを過ぎ

越 して屠 ることなかるべし。」（教義 と

聖約８９：１８－２１）

願わくは，私たちが皆，主の教会の

会員であり神権者であるという特権を

朝な夕な主に感謝することができるよ

うに。また勇気 と強さを求めて祈 り，

私たちのふみ行なうべき道に従って生

活 し，それによって永遠の生命に向か

って私たち自身が準備 し，また他人が

準備するのを助けることができるよう

に。イエス ・キリス トの御名により，

へりくだって祈るものである。アーメ

ンｏ



今 ，他 の予 言 者 を また送 らる

過 去 の 時 代 の よ う に， 神 は 今 予 言 者 を 通 し て 語 ら れ る 一

神の新 しい予言者がこの現代に現わ

れた／

彼は今の世に導きを施 し，耳を傾け

るすべての男女子供に天か らの新 しい

啓示をもた らすべ く神より召された，

霊感豊かな人々の系譜のひとりである

この新 しい予言者の任命は，神を信

じるすべての人，特に主イエス・キリ

ス トを信 じるすべての人にとって，重

大な意味を持つ。私たちは低 くへ りく

だる心とあふれるばか りの誠意を抱 き

世にこの厳かな宣言をするのである。

主がこの地上に御自分のものと認め

る民を持つときには，常に生ける予言

者に天か ら導きを与えて民を導いて来

られた。

昔，民が信仰深かったとき，全能者

によって予言者が次々に立て られ，神

による任命が連綿として続いた。こう

して，旧新約聖書に述べ られる大勢の

神の人が出現 したのである。

現在，同様の霊感に満ちた人々の系

譜が打ち立て られている。末日の聖見

者ジョセブ ・スミスにより主イエス ・

キリス トの福音が回復 された結果がそ

れである。

予言者 アモスは地上にいたときに，

主は予言者を通 してのみ主の民を導か

れるという重要な言葉を述べた。 「ま

ことに主なる神はそのしもべである預

十二使徒評議員会会員

マー ク ・Ｅ ・ピーターセ ン

言者にその隠れた事を示 さないでは，

何事をもなされない。」（アモス３：７）

この言葉は神 と人 との交通を示唆 して

いるので，特に興味深い。

一般に信 じられている所と反 して
，

主は交流の神，啓示の神である。光明

と英知の神，知識と伝達の神である。

主は闇の中で物事をなされず，無知の

ままでだれを も救われない。救いの全

計画は知識を与えられた民との交流の

上に築かれるのである。

無知のままで，だれが理知的に礼拝

できるだろうか。

神を知 らないで，だれが意味のある

信仰を持てるだろうか。

また，もし神御 自身からでなければ

その 知 識 は ど こか ら来 る とい うの だ ろ

うか 。

知 識 が 神 か ら来 る とき， そ れ は交 流

で あ り啓 示 で あ る。

主 は交 流 の 神 で あ るが ， 人 に知 識 を

送 る と き に特 別 な 方 法 を 用 い られ る。

それ は変 わ る こ との な い 経 路 で あ る。

す な わ ち主 は， 常 に生 け る予 言 者 を通

して民 に語 られ る。

聖 典 に は， 主 が何 世 紀 に もわ た って

思 い の ま ま 自 由 に， 人 類 に霊 感 に よ る

導 き を与 えて お られ た こ とが 示 され て

い る。 しか し， その よ う な啓 示 が 止 ん

だ 時 代 が あ った 。 それ は聖 書 の 時 代 に

も あ り， イ ザ ヤ はそ の わ け を説 明 して

い る。

「見 よ
， 主 の手 が短 くて， 救 い得 な

い の で は な い。 そ の耳 が 鈍 くて 聞 き得

な い の で もな い。 た だ， あ な たが た の

不 義 が あ な たが た と， あ な たが た の神

と の 問 を隔 て た のだ 。 ま た あ な たが た

の罪 が 主 の顔 を お お っ た た め に， お聞

き に な らな い の だ 。」 （イザ ヤ５９：１，

２）

人 間 は主 の道 を悟 る に遅 い。 そ して

と くに， 主 は人 と交 流 しよ う と して お

られ るが ， その 方 法 は予 言 者 と して指

名 され た霊 感 あ る人 々を 通 して だ とい

う事 実 を ， な か なか 容 易 に受 け入 れ な

い 。

４２５



神 は御 自 分 の 民 を お 見 捨 て に な らな い

神 を 捨 て る の は 民 で あ る

それが神 との決まりである。それが

神の方法であり，神はそれを変えては

お られない。神はきのうもき ょうもと

こしえに変わらず，神の方法 もその通

り変わ らない。

人間同士の交流の欠如は世の多 くの

苦悩の原因となる。 しか し神 と人 との

交流が断えるとき，さらに深刻な事態

が起きる。

昔主は，アダムの時代か らバプテス

マのヨハネに至るまで，代弁者として

仕える霊感豊かな人々の系譜を起 こし

て民に話そうという気持を示された。

イザヤ，エゼキエル，モーセ，ザカリ

ヤなど少 しの名前をあげてみて も私た

ちに周知のものである。彼 らの書き物

が人類最高の文学，万人の知る啓示，

旧約聖書となった。

では新約聖書の時代についてはどう

であろうか。このときも神は同 じ方法

をとられたであろうか。キリス ト教会

に予言者を置いて，旧約聖書に示され

た昔なが らのやり方をとられたのであ

ろうか。

た しかにその通りである。

パウＰはエペソ人に，イエス ・キリ．

ス トの教会は使徒 と予言者 というニヒ台

の上に建てられ，救い主御自身が隅の

か しら石であると言った。 （エペソ２

：２０）
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その時代の予言者 とはだれであった

のか。

当然十二使徒が含まれる。 しかしそ

のほかに予言者がいただろうか。

薪約聖書には，その他の予言者たち

がいたと書かれている。サウロとバル

ナバがそうであり，ふたりとも当時の

偉大な宣教者であった。ほかにシメオ

ンとルキオがおり，・ｆスカリオテでは

ないユダという名前の男 もいた。マナ

ソンとパウロの捕縛を予言 したアガボ

も同様に予言者 と言われている。（使徒

１１，１３，２１の各章参照）

エペソ人への書簡の中に，キリス ト

教の予言者がなぜいたかについて，彼

らは 「聖徒たちをととのえて奉仕のわ

ざをさぜ，キリス トのか らだを建てさ

せ」るために主の教会に置かれたと述

べ られている。 （エペソ４：１２）

救い主は主の民に，天父が完全であ

るように完全になりなさいと言われた

（マタイ５：４８）ので，それが実現で

きる手段として主の教 会を建て られ

た。そ して教会に使徒や予言者を置か

れたのである。

それ らの霊感に満 ちた人々は，聖徒

たちの一致のために，また 「もはや…

…様々な教の風に吹 きまわされたり，

もてあそばれたりす ること」がないよ

う，群れの分裂を鎮めるために教会に

置かれたのである。 （エペソ４ ：１４）

このように，主は旧約聖書に記録 さ

れている時代に一貫 してとって来 られ

たと同 じ方法を，新約時代の主の民 と

の交流に用いられた，

では私たちの時代 は どうであろ う

か。

神と人との交通は初期のキ リス ト教

会に欠 くべからざるものであったが，

現代のキ リス ト教会ではどういう状態

であろうか。現在のキリス ト教の予言

者たちはどこにいるのだろうか。

悲 しいことに，予言者は幾世紀にも

わたっていなくなった。最後の予言者

と信 じられている黙示者 ヨハネの消息

がとだえるＡ．Ｄ １１０年以後，キリス

ト教の予言者がいたという記録は皆無

である。

それではそれか らの歳月，キリス ト

教は天との交流な しにさまよってきた

のだろうか。

ある宗派の人たちは予言者はいない

と言い， もはや予言者も啓示も必要な

いと教えている。彼 らは，過去の時代

に書かれた聖書に，必要なことはすべ

て記されていると言う。

それは，いに しえか らの主の方法，

すなわち主の民を生ける予言者が導 く

という方法 と離反 してはいないだろう

か。



神 は き の う も き ょ う も と こ しえ に変 わ らず，

神 の 方 法 も そ の 通 り変 わ らな い

イザヤの時代に，神に背いた民があ

った。主がその民か ら顔をそむけたの

ではなかった。

救い主の時代 も同 じであった。主が

御 自分について次のように言われたの

を思い出していただきたい。 「……ち

ょうど，めんどりが翼の下にそのひな

を集めるように，わたしはおまえの子

らを幾たび集めようとしたことであろ

う。それだのに，おまえたちは応 じよ

うとしなかった。」（マタイ２３：３７）

神は御自分の民をお見捨てにはなら

ない。神を捨てるのは民である。

「主われにたよるものの霊

敵の手には渡 し得ず

地獄かれに迫るとも

われその霊を見捨てはせず

必ずわれは見捨てず」

（讃美歌９６番）

私たちの愛唱する讃美歌にこう歌わ

れている。

聖典には，末日の救い主の再降臨の

す ぐ前に，時の しるしが与え られると

言われている。

それは海が己れの力を超えて猛 り，

地震や災害やおびただ しい死傷者を伴

う戦争が起きるといった荒廃である。

しか し，時の しるしのうちで最 も重

要なひとつの出来事は， 「神のさばき

の時」になされる，初めのままの福音

とイエス ・キリス ト教会の回復であっ

た。 （黙示１４：「６， ７）

この回復は非常に大規模なので，聖

典には 「神が聖なる預言者たちの口を

とお して，昔か ら預言 してお られた万

物更新」と言われている。（使徒 ３：２１）

それでは，この回復に予言 と啓示の

回復 も含まれるのだろうか。

騒然 としたこの時代に，民を導 く予

言者の新しい系譜が起 こされるのだろ

うか。

聖典に末の時代には新 しい啓示が与

えられると言われていること，また神

は常に しもべである予言者を通して啓

示を与え られること， さらに幾世紀間

も予言者がいなかったこと， これらを

通 してみると，私たちの時代に対 して

啓示を伝えるには，．新 しい予言者が起

こされなければならない。

このことがその通 りに起きたのであ

る。

ジョセブ ・スミスがその系譜の初め

であった。主は彼によって純粋なまま

の福音を回復され，１８３０年，教会が地

上に再び建てられた。

以来その業を進めるべく，近代の予

言者たちが続いた。それは主イエス ・

キリス トの再降臨まで続 く。

ジョセブ ・ス ミスのあとはブリガム

・ヤングが召．され，次にジョン ・テイ

ラ ー， ウ ィル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ，

ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー， ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス

ミス， ビーバ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト， ジ ョ

ー ジ ・アル バ ー ト ・ぢ ミス
， デ ピ ド ・

０ ・マ ッケ イ ， ジ ョセ ブ ・フ ィール デ

ィン グ ・ス ミス と続 き，現 在 は ハ ロル

ド ・Ｂ ・リー大 管 長 で あ る。 彼 らは皆

当時 の 神 の 予 言 者 で あ り， そ れ ぞ れ が

皆 聖 見 者 ， 啓 示 を 受 け る者 で あ った 。

私 た ちは この 大 会 で ， 心 と手 を も っ

て リー大 管 長 を現 代 の霊 感 を 受 け る指

導 者 と して 正 式 に 支 持 した 。

予 言 者 の 資格 が今 や彼 に 着 せ ら れ

た 。 彼 は予 言 者 た ちに授 け られ た聖 な

る神権 の権 能 を持 つ 。

天 使 か ら予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス に

与 え られ た鍵 と力 の す べ て が リー大 管

長 に授 け られ た 。彼 こそ が， 今 神 よ り，

選 ば れ ，権 能 を 受 け た， 予 言 者 の 長 い

系譜 の継 承 者 で あ る。

この業 は進 み つ つ あ る。 信 じる民 は

救 い主 を受 け入 れ る準 備 を 整 え て い

る。 キ リス トは再 度 来 た りた も う／降

臨 に備 え て キ リス トの教 会 が す で に 回

復 され た の で あ る。

モ ー セ， イ ザ ヤ， ペ テ ロ， ヤ コブ，

ヨハ ネ， サ ウ ロ， バ ル ナ バ， パ ウ ロの

よ うな 予言 者 を ，私 た ちは再 び地 上 に

い た だ くの で あ る。

再 び 真 の 救 い が 全 人類 に示 され た。

４２７

」



神 は 世 か ら孤 立 して お られ な い と宣 言 す る。

神 は 死 ん で は お られ な い 生 きて お られ る。

神 は め し い で は な い 見 て お られ る。

神 は 耳 し い で は な い 聞 い て お られ る。

神 は お しで は な い 話 し さ れ る。 神 の 生 け る 予 言 者

に 対 して， ま た 彼 ら を 通 じ世 の 人 々 に， 自 由 に， 雄 弁 に

そ して再 び， 近 代 の し もべ を通 して

主 は言 われ る。

「す べ て重 荷 を負 うて苦 労 して い る

者 は， わ た しの もと に き な さ い。 あ な

た が た を休 ませ て あ げ よ う。 わ た しは

柔 和 で心 の へ り くだ った者 で あ るか ら

わ た しの くび き を負 うて， わ た しに学

び な さい。 そ うす れ ば， あ な たが た の

魂 に休 み が与 え られ るで あ ろ う。 わ た

しの くび きは負 い や す く， わ た しの荷

は軽 い か らで あ る。」 （マ タイ １１：２８－

３０）

私 た ちを 導 くこの 新 た な予 言 者 の 系

譜 に よ って ， 全 人類 に再 び救 い が もた

らされ る。 私 た ちは ，神 が この末 の 日

に真 実 語 られ た こ と， そ して 私 た ちが

神 の しもべ で あ る こ とを 証 す る。

い に しえ の 聖 典 は語 る。 「ああ ，麗

しいか な，「良 き お とず れ を 告 げ る者 の

足 は ．／」 （ロ 「 マ１０：１５）

、あ な た は考 え た こ とが な い だ ろ う

か 。 この者 はだ れ で ， 良 きお とず れ を

告 げ る の は だれ で， だ れ の足 が 山 の上

で麗 しい の だ ろ うか と。

モル モ ン経 の ア ビナ ダ イ は説 明 して

い る。

そ れ は神 の予 言 者 で あ る。 平 和 の君

主 な る ・ｆエ ス ・キ リス トの福 音 を 説 く

４２８

者 た ちで あ る。

ア ビナ ダ イ は言 った。 「… …世 界 が

始 ま って以 来 起 った聖 い予 言 者 … … か
し

れ らは平 和 を布 き善 の良 い音 ず れ を も

た ら し，救 い を宣 べ ひ ろ め， シ オ ンに

汝 の神 は治 め た も う と告 げ た者 た ち で

あ る。 そ れ で あ る か ら， そ の足 は 山 の

上 に あ って い か に も美 しい で は な い

か 。今 現 に平 和 を布 く者 た ち の足 も山

の上 に あ って い か に も美 しい で は な い

か 。 ま た 今 か ら後 と こ しえ に平 和 を布

く者 た ちの 足 も山 の 上 にあ って い か に

も美 しい で あ ろ う 。」

、ア ビ ナ ダイ は続 け る。 「ご らん ， こ

れ ば か りで は ない 。 良 い音 ず れ を もた

ら して 平 和 を 起 レ そ の 民 を 贈 い そ の

民 を 救 い た も うた 主 の 御 足 は山 の 上 に

あ って いか に も美 しい で は ない か 。」

（モ ーサ ヤ１５：１３－ １８）

ア ビナ ダ イ は こ う語 った 。

予 言 者 た ち は イ エ ス ・キ リス トの し

もべ で あ り， 時 の 初 めか ら この 地 上 に

い た。 彼 らは キ リス トの し もべ で 平 和

の福 音 を 説 くゆ え に， 見 よ， 山 の上 に

あ っ て彼 らの足 は いか に美 しいか 。

私 た ち は予 言 者 を た た え る。 予 言 者

に従 い， 予 言 者 に よ っ て主 の道 に沿 い

地 上 で 自分 の救 い の た め に働 くの で あ

る。

私たちは歌 う。 （讃美歌８３番）

「来たれ予言者 より みことば聞け

喜びて うたえ 真理の道

昔の予言者の道を知 りて

今，他の予言者を また送 らる

大地をとざせる 暗きやみは

払われて神の み顔は出づ

世のまよいゆきし あやまち去 り

聖徒 らはついに 道見出だす」

こ の時 代 に， 天 と地 との 交 流 が 再 び

打 ち建 て られ た こ とを ， 私 た ち は厳 そ

か に証 す る。 私 た ち は， 神 は世 か ら孤

立 して お られ な い と宣 言 す る。

神 は死 んで は お られ ない 。生 きて お

られ る。

神 は め しいで は な い。 見 て お られ る

神 は耳 しいで は な い。 聞 いて お られ

る。

神 は お しい で な い。 話 され る。・神 の

生 け る予 言 者 に対 して ， ま た彼 らを 通

じ世 の人 々 に， 自 由 に， 雄 弁 に。

神 は この よ うに， 今 ， あ なた に話 し

て お られ る。 神 を認 め よ。 神 に祈 りた

ま え。 神 に従 い な さ い。 主 イ エ ス ・キ

リス トの御 名 に よ って， ア ー メ ンα



両親 のた めに

話す時間を

と りな さ い

ジ ョ ー ジ ・ Ｓ ・ デ ュ ラ ン ト

私はひとりの親として，自分に大き

な影響を与えた ことを ３つ発見 した。

それは次のことである。

１． 自分が子供たちといっしょにい

るときだけが，子供が 自分に話

しかけてくる時間である。

２． 子供が話 したいことというのは

みな大切なことである。

３． 子供に話すときよりも子供の話

を聞 くときの方がずっとために

なる。

この３つの発見を実行することによ

って良い家庭の夕べが持てるというの

が，私の経験か ら出た信念である。そ

れを説明しよう。
一番目の発見は一見 して何ともない

あたり前のことのように聞こえるかも

しれないが， この単純なことが，私が

親として学んだうちで恐 らく最 も重要

なことであると思 う。また，ただ子供

と一緒にいるだけでなく，子供が喜ぶ

ことを一緒にするならば，子供はいつ

も私に話をして くれるということも知

った。多 くの親たちが，どうして自分

は子供 と心を通 じられないのか と老え

る。それはきっと子供たちと一緒に楽

しく， くつろいで，ゆっくりと時間を

過 ごさないためであろう。忙 しすぎて

それをしない人は，確かに忙 しすぎる
、

の で あ る。

そ う，私 は子 供 と一緒 に過 ご さな く

て は な らな い。 それ も， 体 が そ こに い

る だ け で な く心 が 本 当 に そ こに あ る の

で な け れ ば な らな い。

２番 目の発 見 に つ いて は， 車 や音 楽

や スポ ーツ な ど， い か に も さ さい な事

柄 に つ い て語 り合 うの は， 深 い交 流 な

ど と とて も言 え な い と考 え る人 が あ ろ

う。 しか し私 は ，子 供 とそ の よ うな こ

とを 話 す と きに 何 か が生 まれ ， 親 密感

を 感 じる こ とを 知 った 。 い つ も何 気 な

い話 を して 心 を 通 わ せ て い な けれ ば ，

大 き な問 題 につ いて 話 し合 お う と待 っ

て も， 起 こる はず の な い こ とを待 って

い るだ けで あ ろ う。

ま た家 庭 の夕 べ につ いて も， 子 供 た

囎 ｅ

とが徐々にわかった段階で知ることの

できた事柄である。少な くとも，子供

はそのような答えを即座に求めは しな

い。子供にとっては，私の答えを聞 く

ことよりも，彼 らの質問を聞いて問題

を語 り合えることの方がもっと大切で

ある。よく語 り合 うとき，私が気長に

よく聞きさえすれば，子供は私の答え

をたいして必要 としない。子供はすで

に自分で答えを見つけてい るの で あ

る。

私がうろた’えたりしないで耳を傾け

て聞 くとき，一方通行のお説教ではな

い，意志が交流す る家庭 の 夕 べ とな

る。
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ちの話 したい事柄をとりあげて話す必

要がある。私たちが話 し合っていると

き，私はいつも自分たちが大事なこと

を しているのだということを承知 して

いる。そのような話の中か ら，重大な

事柄について教える機会が出て くる。

３番目は，おしきせでお定まりの答

えを子供たちが求めていないというこ

む卿 ｍａｎ

以上 ３のつの事柄に，主の導きを求

める熱心な祈 りが加わるとき，私たち

の最大の責任である親としての務めに

成功が約束される。

デ ュラソ ト兄弟は ヶソタッキー ・テ ネシー

伝道部 伝道部 長で ある。

４２９
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日 本 伝 道 略 史
資 料 ：ＴＨＥ Ｌ［ＧＨＴ ＯＦ ＴＨＥ ＳＵＮ

日 本 申 央 伝 道 部

１９０１

日本の地にて伝道開始

初め ての宣教師，横浜に到着

される

ケルチ長老 アルマ・０・テ イラー長老 グラ ン ト長老 エ ンサ イレ長老

日本人初 のバ プテ スマ

初めての一般集会が開かれる

モルモン経，日本語に翻訳開始

讃美歌，日本語に翻訳開始

１９０２

１９０３

１９０４

１９０５

１９０９

モルモン経 日本語訳初版発行

信仰箇条，８５０枚発行

日本語版讃美歌初版発行

１９１５

明 治３４年 ， ８月 １２日早朝横浜 の街 には人力車が行 き 来 し て い

た。豊 かな口ひげをた くわえた一行 の指導者 と見え る年長の紳士

と比較的若 く，やは り体格の良 いこれ ら ４人の米 国入が， 日本 に

初 めて足 を踏み入 れた末 日聖徒 の宣教師， ヒーバー ・Ｊ ・グラン

トの一行で あった。

主 なる神 はこの日本 の地 に御言葉が宣べ伝え られ ることを欲 し

た まい， ロレンゾ ・スノー大管長 を通 して ヒーバー ・Ｊ ・グラン

トを 日本初 の宣教 師 として召 したも うた。 ……莫大な経済的犠牲

を も省みず ，感謝 して この召 しを受 けた時，神の霊感が グラン ト

長老 に臨 み，不思議 な方法で負債は支払われ ることにな った。 こ

のよ うに して 日本へ の伝道の道 は無事開かれたのであ った。１９０１

年 ９月 １日の朝 ，横浜 の森で ４人の長老た ちは日本を 「真理が宣

べ伝 え られ て義 が打 ち建て られ， イスラエルの集合に関 る主の 目

的 の達成 をもた らす地」 と して奉献 した。 その時の グラン ト長 老

の奉献 の祈 りを， 同僚の テー ラー長老は こう記 している。

「彼の舌 はゆ るま り，御霊が力強 く彼の上 にとどま り，神 の御

使 いたちが ，私た ちの そば近 くを囲んでい るのが感 じられた。彼

の くちび るか らあふれで る言葉 は，私た ちの関節 と骨の髄を貫 き

透 し，私た ちの胸 は内 に熱 く燃えた。私はかつて このよ うに力 あ

る，安 らかで しか も力強い祈 りを経験 した ことはなか った。私 た

ちは喜びの あま り幼児の ように泣いた」

４月 ，宣教師 たちの働 きの最初の実 は中沢は じめ氏のバプ テスマであ った。彼 は神道 の

官主で あったが ，彼の真理を追求す る姿勢 は神道界に受 け入れ られず，む しろ追放 され る

原因 とな った。彼に続いて宣教師 の通訳者 の広井氏がバ プテスマを受 けた。鈴木 なみ，奈

知 江常 ，熊谷 たまの姉妹 などが教会員 と して活躍 した。
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初めて教会幹 部が来 日，後 に大 管長 になったデ ヒ ノド・０ ・マ ノケイと ヒュー ・Ｊ ・キ

ャノン長老である。 日本伝道 の開拓 時代 の宣教師 のひ とり，ルイス ・Ｈ ・モロア長老 は当

時のよ うすを家族 に手紙 で知 らせて いる。 「私た ちには解決 を迫 られて いる大 きな問題か

あ ります。 ここの人 々はた しかにかた くなです。彼 らか謙遜 になって福音 を受 け入 れるよ

うになるには何 かが起 きるて しょう。一 中略一 一日本 は トイツのよ うになりつつ ありま

す。 日本人 は戦争 の ことばか り考 えています。少女た ちはみ な看護婦 にな り，少年 たちは

兵隊 になるよ うにと訓練 されています。子供 で さえも戦 いの話 を します。 いつか 日本が ア

メ リカと戦 うときが来 るかのよ うです。 できる ことな らそのよ うな事態 にならな いように

私 たちはただ祈 るは か りです。 （以下略）」戦争の気運 は高 まり宣教師 に対す る迫害 も激 し

さを増 して きて いた。

この年ついに ヒーバー ・Ｊ ・グ ラン ト大管長 か ら日本 に １本 の電報 が入 り，２３年間続 い

た 日本伝 道史 の第 １巻 はい ったん幕 を閉 じることにな った。 これまで １３２人の 日本人かハ

プ テスマを受けたが中心 とな って活躍 しているのは１２人ほどであ った。宣教 師がひきあげ

教 会の組 織を取 り去 られて しま った聖徒 たちは，奈良富士哉兄弟 （日本初 の長老 に召 され

ていた） たちを中心 に集 ま っては福音 の勉強 を し，独 自のＭ ＩＡを開き続 けた。奈知江常

姉 妹，熊 谷たまの姉 妹，鈴木 なみ姉 妹 も熱 心な会員 であ った。 当時の様子 を奈良兄弟 は次

のよ うに語 ってい る。

１９２４年 ８月，日本伝道部が 閉鎖す るの已むな き事情 に

あ りま して， これが公表されたことによ って ，宣教 師の

方々はさぞか し残念なことであ ったと思 われます。従 っ

て私達会員は断腸 の思いで した。

信者一同結集して目本 伝道部 の再 開を懇願 ，１９２６年１０

月には東京，大阪，札幌 にＭ ｌＡの開設が正式 に許可 さ

１９２０

１９２３

１９２４

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ ， ヒ ュ ー ・

Ｊ ・キ ャ ノ ン 長 老 ， 来 日

関東大震災

伝道部閉鎖

れました。次 いで相互連絡の機関誌 として 毎 月 「し ゅ

ろ」 というパ ンフ レントを発行 し，専 ら信仰の冷却を防

いで参 りましたが遂 に力つ きて ４年位で中止にな りま し

た。

会員間の連絡等は 日本の国策に制圧されて 自由がきか

なか った ことは言 うまで もない ことで した。

相い継 ぐ戦争 と恐 慌によ り日本人 は大 きな痛手 を受 けていたが，かえ って それが福音を

受け入 れ る謙遜 さを もた らしたかのよ うであった。１９４５年終戦 と共 に新駐軍が 日本中を往

来 した。 は じめは恐 れ といぶ か しさで敵視 して いた日本人た ちも， これ ら外 国の兵隊た ち

が非常 に気だてのや さ しい親切 な人 々で あることを知 った。軍の宋 日聖徒を通 して教会は

食 糧を救援 した。末 日聖徒 の軍人 たちの生活 と模範 は日本人た ちの心をひ きつけた。後に

教 会の翻訳者 となった佐藤龍猪兄弟家族が改宗 したの はその好例であ る。 （１９４６年）

十二使徒 のカウ リー長老 は 「日本人は全世界にあ って義を思い出 される民 となる」 との

予言 と祝福 の言葉 を残 され た。

馬

リー長老 と

宣教 師たち

薦灘

１９４５

１９４７

１９４８

１９４９

１９５０

１９５３

１９５４

第 ２次世界大戦終結

エ ドワー ド・クリソー ド伝道部長

に召される

日本伝道部再開

マ シ ュー ・カ ウ リー長 老 来 日

婦人会開かる

日本 人 宣 教 師 召 さ れ る

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー 長 老 来 日

Ｌ
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，

日本伝道部が，北部極東伝道部に

改められる

アンドラス伝道部長着任

聖徒の道出版

ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンクレー長老来

日

新訳日本語

１９５５

１９５６

１９５７

版モルモン経発行

アンダーセン伝道部長着任

教会堂の建築着手される

東洋初の白亜の教会堂完成，東京

西，北，南，東支部の献堂式が ヒ

ンクレー長老， ハンクス長老によ

り行なわれる

東京オリンピック

小松伝道部長着任

第 １回ハ ワイ神殿訪 問

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン長 老 来 日

完成近い阿倍野支部

日本 初 の ユ ー ス ・コン フ ァ レン ス

開催 （８月）

４３２

１９６２

１９６４

１９６５

１９６７

１９６８

この年，後 に１０代 目の大管長にな った ジ ョセブ ・フィールデ ィング ・玖 ミスによ り沖縄

が伝道 の地 と して奉献 され た。

この時代 に教会堂建築の基礎が しかれ多 くの土地が教会用地 として購 入 された。

第 ９代 クリソール ド伝道部長 （再開初代）は， 「出来 るだ け多 くの人々が福音 を知 るた

め に，わ か りやす い日本語 に翻訳す る」 という意図の下 に，佐藤龍猪 兄弟を翻訳者 として

任命， それ に関 して按手礼が行なわれ，１９０９年 ８月以来，幾多の兄弟姉 妹の援 助 を 得 て

１９５７年 ５月３０日に，教義 と聖約，高価な る真珠 と共に出版 された。

さて，１９０９年１０月１０日に，最初のモルモ ン経が出版 され るに至 った折 の ことを簡単 にふ

り返 ってみ る。ユ９０４年 １月Ｕ 日翻訳計画が成 され， アル マ ・０ ・テー ラー長老に この責任

が与え られた。最初訳文を ロー マ字で書 き， これを 日本字に直 した。 最初の翻訳は ２年足

らずで完成 したが改訂 を施す ため に１９０６年 か ら１年間かか った。 これまで訳文は口語体 で

書かれていたが，当時の 日本人達 は文語体でな ければな らない と強 く主張。 とい うの も，

当時訳文を良 い口語体 に出来 る人が 日本 に ２， ３人 しかいなか った。 この訳 文の批評 を，

テー ラー長老 は，坪 内適遙及び夏 目漱石の二氏 に依頼 したが時間がないか らと 断 わ ら れ

た。 しか し，その代 りとして夏 目氏 は東大卒の生 田広春氏 に依頼す る様助言 された。 こう

してい よいよ１９０９年１０月１０日に翻訳が完成。全部で ５，０００部印刷，発行 されたのである。

ついに初 のハ ワイ神

殿 訪問の夢が実 現。訪

問の費用を助け合 うた

め， 日本の聖徒 たちは

一致協力，その限 りを

尽 くして働 いた。真珠

の販売 「日本の聖徒 は

歌 う」の レコー ド吹き

こみな ども心暖まるす

ば らしい思い出 として

日本伝道 史の一 こまを

飾 っている。

４月，大管長 会よ りヒュー ・Ｂ ・ブ ラウ ン長老を迎えて，横浜，札 幌，阿倍野の各支部

が献堂 された。 阿倍野大会 において語 られ たブ ラウン長老の 日本の将来に関する記念 すべ

き予言 と祝福の言葉 は， それ以来， 日本の聖徒た ちに霊感 と勇気 と励 ま しを与え続 けてい

る。

「今晩，私の話 に耳を傾 けてい らっしゃる皆 さん方の中の何人かは， 日本人 の男 の方 が

教会の十二使徒評議員会の一員にな るその 日を，その 目で見 るにちがいあ りません。 （略）

そ して世界各国の人た ちが強大な組織を作 られ， 日本人 の皆 さん方のある人 たちは教 会の

指導者 にな るにちがいあ りません。 私は今晩 自分 の心の中にそれをひ しひ しと感 じます。

私 はこの予言を主の御名 によっていた した いと思います 。」

ベ ンソ ン十二使徒が極東を管理す ることにな り，七十人最高評議員 会の一員 ，マ ッコ ン

キー長老が アジアのすべての伝道活動の管理者 とな った。 ベ ンソン長老 は少年 の頃 か ら近

所の さとうきび畑で熱心 に働 く日本人を見ては親 しみを憶 え， 日本人 を愛 していた。

北海道か ら沖縄までの末 日聖徒の若人が東京に集ま り，ス ポー ツ，演劇 ，音楽な ど盛 り

だ くさん のプログ ラムに参加 し，価値あ る ３日間を過 ごした。 この大 会にはベ ンソ ン長老

も参加 された。主の御業が フルス ピー ドで進展 した この時期には，中央管理会 の姉妹た ち



も来 日した。 パー ム リー姉妹 （初等協会会長）， ジェイコブセ ン姉 妹 （ＹＷＭ ＩＡ会長），

スパ ッフォー ド姉妹 （扶助協会会長）であ る。 日本 の聖徒た ちとの霊感 あふれ る会見 の様

子を ジェイコブセ ン姉妹 はこ う語 っている。

「Ｍ ＩＡの会長の佐藤兄弟 姉妹た ちとガールズプ ログラムの こと について話 していた と

きで した。 かれ らは 日本語 で質 問 して きたに もかかわ らず，私 にはその質 問の意味が理解

で きま した。 この とき実 にふ しぎな ことが起 きま した。私 がその質 問に通訳 をまたずにす

ぐ答 えると，小松部長が 「なぜ あなたは答 えることがで きま したか』 とけげんな顔 でたず

ね ま した。 …… それは本 当にふ しぎな経験で した。 会が終 わって しま ったあ ともそれはそ

こに集 ま ったすべ ての人 々の胸 に焼 きつ け られていま した。」

日本伝道部 と日本沖縄伝道部 に分かれ た。

３月１５日， 日本伝 道史 上決 して忘 れ ることので きない歴 史的な出来事が起 こった。 東洋

初 のステーキ部 が組 織 されたのである。 そ して 日本 の伝道 部は さらに ４つに分轄 され， 日

本東伝道部 ， 日本伝 道部 ， 日本中央伝道 部， 日本西部 伝道部 とな った。 日本の地で改宗 し

日本 の地 で専任宣教 師 として伝道 の経 験を持 つ渡辺兄弟姉妹が西部伝道部長 に召 された こ

とは 日本人聖徒 に とって大いなる感 激であ った。

ステー キ部 が設立 の記念すべ き安息 日の朝 ，聖徒 の胸 に湧いた感 激の底 にはまた新 たな

チ ャレンジ， 「さあ，次は神殿 だ！」 であ った。

幾欝

撃

モルモ ンパ ビ リオ ン

１０月 ， ３５０人余 の聖徒 たちがソル トレー ク

神殿を訪 問 し，ジ ョセフ ・フィー ルデ ィング

・ス ミス大管長 をは じめ日本 にゆか りのある

すべての指導者 たちが テ ンプルス クウェアの

アセンブ リー ホール に会 し，霊感 あふれ る断

食証会を持 った。数百名の兄弟姉妹が エル ド

レッ ド・Ｇ ・ス ミス大祝福師をは じめ とす る

祝福師 た ちか ら祝福 を受けた。 その後に多 く

の若 い 日本人聖徒 が専任宣教 師 としての伝 道

に召 されてい った。

３月 ，渡部正雄兄弟が永遠 の宣教師 といわれ る リグ ラン ド・リチ ャーズ長老 によ、り東 洋

初 の祝福師 として召 された。

８月１１日，十二使徒の ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンク レー長老を迎 え，ハ』ワイの ライエに日本人

向けの訪 問者 セ ンターが開設 された。

これ はハ ワイを訪れ る日本人観光客の急激な増加 に対処す るため に設 け られた もので ，

日本語版の映画や説明用の テー プが備え られて いる。開館時間は午前１０時か ら午後 ７時 ま

でで， それ以外の場合には特別な予約が必要であ る。 （８月１１日は，１９０１年に宣教師が初

あて 日本 に上陸 した 日を記念 した もの）

１９６８

１９７０

１９７１

１９７２

循９７３

伝道部が ２つに分割

東京 ステ ーキ部組織

日本万国博覧会

ソル トレーク神殿訪問

祝福師召される

大阪ステーキ部組織

日本名古屋伝道部新設

日本人向け訪問者センターがハワ

イに開設

１９０１年に主の御手がさしのべ られて以来７２年，日本各地にシオンが建て られ，その業は止まるこ

とを知らない。

変化の時代に生 きる私たちにとって家庭を堅固にすることが唯一の悪より守 られる道であることも

を １２代 目ハ ロル ド ・Ｂ ・リー大 管 長 は厳 し く警 告 し続 けて い る。 ・

４３３
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